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　広報きたあきた　22．10．１  ２ 

９月定例議会行政報告（その１） 

　
平
成
22
年
９
月
定
例
議
会
は
、９
月
14
日
に
開
会
、９
月
27
日
ま
で
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、行
政
報
告
と
上
程
さ
れ
た
各
議
案
の

大
綱
質
疑
、ま
た
16
日
、17
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、各

常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、27
日
の
最
終
日
に
採
決
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
９
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

９
月
定
例
議
会 

行
政
報
告

 

(１) 

　
総
務
部
関
係

■
総
務
課

　
旧
県
立
営
農
大
学
校
で
学
ん
だ
中
国
人
留

学
生
の
同
窓
会
が
中
国
大
連
市
で
開
催
さ
れ

７
月
７
日
～
９
日
の
日
程
で
中
国
を
訪
問
し

ま
し
た
。留
学
生
や
そ
の
家
族
を
含
め
約
60

人
が
出
席
し
、再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。 

　
中
国
訪
問
に
合
わ
せ
て
遼
寧
省
普
蘭
店

市
と
大
連
市
の
人
民
政
府
を
表
敬
訪
問
し
、

普
蘭
店
市
と
は
交
流
の
可
能
性
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。７
月
26
日
に

は
、普
蘭
店
市
長
一
行
が
北
秋
田
市
役
所
を

表
敬
訪
問
さ
れ
、交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。 

　
防
災
関
係
に
つ
い
て
は
、７
月
29
日
か
ら

30
日
に
か
け
て
の
豪
雨
で
災
害
警
戒
部
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。主
な
被
害
は
、住
家
の

床
下
浸
水
が
４
件
、道
路
の
損
壊
・
冠
水
が

16
箇
所
、河
川
の
損
壊
が
７
箇
所
、農
地
の

冠
水
が
77 
ha
で
す
。 

■
総
合
政
策
課 

　
４
月
の
市
民
病
院
開
院
に
あ
わ
せ
、路
線

バ
ス
で
の
実
証
運
行
を
行
っ
て
い
る
米
内

沢・市
民
病
院
ア
ク
セ
ス
線
の
利
用
者
数
の

推
移
は
、４
月
が
４
７
１
人
、５
月
が
５
７

２
人
、６
月
が
７
２
０
人
、７
月
が
６
４
０

人
で
、６
月
ま
で
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
利
用

者
数
が
、７
月
に
減
じ
た
の
は
祝
日
や
曜
日

の
関
係
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、詳
細
に
つ
い

て
は
今
後
の
利
用
者
数
と
あ
わ
せ
検
証
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

　
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
と
し
て
市
民

意
識
調
査
を
行
い
ま
し
た
。20
歳
以
上
の
市

民
か
ら
１
０
０
０
人
を
無
作
為
抽
出
し
て

調
査
票
を
送
付
し
、４
４
６
人
か
ら
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。結
果
に
つ
い
て
は
、内
容
を

分
析
し
今
後
の
政
策
に
反
映
さ
せ
て
い
き

ま
す
。 

　
毎
年
実
施
し
て
い
る
移
動
行
政
懇
話
会

は
、８
月
30
日
～
９
月
２
日
の
日
程
で
開
催

し
、市
民
意
識
調
査
の
結
果
と
し
て
、満
足

度
の
高
い
分
野
、不
満
と
の
回
答
の
多
か
っ

た
分
野
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
ま
す
。 

　
ふ
る
さ
と
会
は
、合
川
地
区
出
身
者
に
よ

る「
首
都
圏
合
川
会
」が
９
月
４
日
に
開
催

さ
れ
、約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　                    
10
月
１
日
を
基
準
日
に
５
年
に
１
度
行

わ
れ
る
国
勢
調
査
は
、新
市
に
な
っ
て
か
ら

は
２
回
目
と
な
り
、総
務
大
臣
の
任
命
を
受

け
た
指
導
員
31
人
と
調
査
員
２
２
３
人
が
、

市
内
約
１
万
４
５
０
０
世
帯
を
調
査
し
ま

す
。市
で
は
７
月
20
日
に「
北
秋
田
市
国
勢

調
査
実
施
本
部
」を
設
置
し
、全
庁
挙
げ
て

の
体
勢
で
調
査
に
あ
た
る
組
織
作
り
を
し

て
い
ま
す
。 

■
内
陸
線
再
生
支
援
室 

　
秋
田
内
陸
地
域
公
共
交
通
連
携
協
議
会

が
開
催
さ
れ
、紅
葉
期
の
列
車
増
発
、桂
瀬

駅
の
旅
客
通
路
新
設
、内
陸
線
阿
仁
マ
タ
ギ

駅
を
含
め
た「
田
沢
湖
・
角
館
エ
リ
ア
フ
リ

ー
パ
ス
」の
造
成
、乗
車
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
内
陸
線
の
利
便
性
向
上
、利
活
用
促

進
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

７
月
に
は
内
陸
線
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
と

し
て
県
出
身
著
名
人
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
実
施
。ま
た
９
月
に
は
沿

線
愛
好
者
を
対
象
と
し
た
第
４
回
グ
ラ
ウ

ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
す
る
な
ど
し
て

乗
車
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

  　
財
務
部
関
係

■
財
政
課

　
平
成
22
年
５
月
26
日
～
８
月
25
日
ま
で

の
工
事
等
発
注
状
況（
５
０
０
万
円
以
上
）

は
40
件
、契
約
額
は
12
億
５
６
１
１
万
円
で

す
。 

 

　
市
民
生
活
部
関
係 

■
生
活
課

 

夏
の
交
通
安
全
運
動
が
８
月
１
日
～
10
日

ま
で
実
施
さ
れ
、初
日
に
は
、北
秋
田
警
察

署
と
交
通
安
全
協
会
、交
通
指
導
隊
員
な
ど

約
１
０
０
人
が
参
加
し
て
、道
の
駅「
た
か

の
す
」付
近
で
、運
転
者
に
啓
発
品
を
手
渡

し
、安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　 
         

　 
 

　
街
頭
活
動
は
、合
川
Ａ
コ
ー
プ
前
交
差
点

や
史
跡
御
狩
屋
跡
前
交
差
点
で
行
っ
た
ほ

か
、８
月
６
日
及
び
９
日
に
は
、飲
食
店
を

訪
問
し
、飲
酒
運
転
の
根
絶
へ
の
協
力
を
要

請
し
ま
し
た
。 

　
７
月
９
日
に
、地
域
振
興
局
、警
察
署
、市

合
同
共
催
に
よ
り
、不
法
投
棄
廃
棄
物
回
収

作
業
を
実
施
し
、住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
含

め
約
80
人
の
参
加
で
、不
燃
物
２
８
０
㎏
、

廃
家
電
77
台
、廃
タ
イ
ヤ
50
本
を
回
収
し
ま

し
た
。 

▲夏の交通安全運動が行われ、ドライバー
に啓発品が配られました。

　広報きたあきた　22．10．１　 ３ 

９月定例議会行政報告（その１） 

　
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の

４
月
か
ら
７
月
に
お
け
る
廃
棄
物
搬
入
量

は
４
２
８
５
ト
ン
で
、
前
年
度
同
期
に
比

較
し
て
７
ト
ン
の
減
で
す
。 

■
総
合
窓
口
課 

　
平
成
22
年
７
月
末
現
在
の
住
民
登
録
者

数
は
、３
万
７
３
９
４
人
で
、そ
の
内
訳
は

男
１
万
７
６
０
６
人
、女
１
万
９
７
８
８

人
、世
帯
数
は
１
万
４
５
９
２
世
帯
で
す
。 

　
一
般
旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）の
交
付
件
数

は
、４
月
か
ら
７
月
末
ま
で
１
４
７
件
で
す
。 

　
国
民
健
康
保
険
前
期
高
齢
者
受
給
者
証

の
交
付
者
数
は
２
２
８
９
人
、後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
の
交
付
者
数
７
６
０
２

人
、福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
交
付
者
数
は

３
９
６
４
人
で
す
。（
８
月
１
日
現
在
）

　
健
康
福
祉
部
関
係 

 

■
福
祉
課  

　
７
月
16
日
に
第
60
回
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
が
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
29
団

体
約
３
０
０
人
が
参
加
し
、
法
務
大
臣
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
朗
読
や
ビ
デ
オ
上
映
等

を
通
じ
て
犯
罪
や
非
行
防
止
に
つ
い
て
啓

蒙
を
広
め
ま
し
た
。 

　
８
月
24
日
に
北
秋
田
市
戦
没
者
追
悼
式
が

市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、遺
族
や
市
の
関
係

者
な
ど
約
２
４
０
人
が
参
列
し
、英
霊
に
献

花
を
行
い
な
が
ら
今
日
の
平
和
で
豊
か
な
郷

土
の
発
展
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
を
偲
び
、

恒
久
平
和
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

　
各
保
育
園
は
、７
月
、８
月
に
恒
例
の「
夏 

ま
つ
り
」行
事
を
行
い
、園
児
と
地
域
と
の

交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。 

            

　
児
童
扶
養
手
当
等
の
現
況
届
に
つ
い
て

は
、８
月
２
日
か
ら
12
日
ま
で
の
現
況
面
接

審
査
を
実
施
し
、申
請
、更
新
の
手
続
き
を

行
い
ま
し
た
。８
月
１
日
よ
り
父
子
家
庭
の

児
童
扶
養
手
当
制
度
が
始
ま
り
、新
規
請
求

の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
障
害
者
福
祉
は
、障
害
者
自
立
支
援
法
の

廃
止
の
方
向
が
示
さ
れ
、新
た
な
制
度
が
で

き
る
ま
で
の
間
利
用
者
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、低
所
得
の
方
に
は
、障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
及
び
補
装
具
に
係
る
利
用
者
負
担

が
４
月
か
ら
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
程

度
の
難
聴
児
を
対
象
と
し
た
難
聴
児
補
聴

器
購
入
費
助
成
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。 

■
高
齢
福
祉
課 

　
老
人
福
祉
施
設
７
施
設
の
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
置
に
向
け
た
設
計
委
託
業
務
を
７

月
中
に
発
注
し
ま
し
た
。 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
受
け
た
相

談
業
務
の
延
べ
件
数
は
、６
月
末
現
在
８
８

４
件
で
す
。権
利
擁
護
に
関
し
て
の
相
談
実

件
数
は
43
件
で
す
。 

　
特
定
高
齢
者
把
握
事
業
に
つ
い
て
は
、該

当
者
１
８
４
人
の
方
に
介
護
予
防
事
業
へ

の
参
加
を
す
す
め
る
た
め
、訪
問
を
行
っ
て

い
ま
す
。介
護
予
防
教
室
や
健
康
教
育
を
14 

箇
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。 

■
医
療
推
進
課 

　
北
秋
田
市
医
療
整
備
基
本
構
想
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、北
秋
田
市
医
療
構
想
策
定

委
員
会
を
４
回
開
催
し
ま
し
た
。 

　
第
４
回
の
委
員
会
で
は
、「
北
秋
田
市
新

医
療
整
備
基
本
構
想
」を
取
り
ま
と
め
、市

長
に
答
申
。市
で
は
精
査
し
、新
た
な
市
の

医
療
構
想
と
し
て
位
置
付
け
、そ
の
概
要
を

市
民
の
方
々
に
周
知
し
て
い
ま
す
。 

■
健
康
推
進
課 

　
成
人
検
診
事
業
に
つ
い
て
は
、個
別
医
療

機
関
方
式
、国
保
ド
ッ
ク
方
式
を
除
き
８
月

23
日
で
終
了
し
ま
し
た
。 

　
集
団
検
診
の
受
診
状
況
は
、特
定
健
康
診

査
２
１
０
１
人
、一
般
健
康
診
査
１
１
２
８

人
、胃
が
ん
検
診
２
０
２
２
人
、大
腸
が
ん
検

診
３
３
０
１
人
、胸
部
総
合
検
診
３
７
０
３

人
、喀
痰
検
査
１
０
６
人
、前
立
腺
が
ん
検
診

１
２
３
３
人
、肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
15
人
、子

宮
頸
部・卵
巣
が
ん
検
診
７
８
０
人
、乳
が
ん

検
診
７
６
３
人
、骨
そ
し
ょ
う
症
検
診
４
８

７
人
で
す
。 

　
市
民
の
健
康
づ
く
り
事
業
の
一
環
で
あ
る

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、阿
仁
地
区｢

マ
タ
ギ
ウ
オ

ー
ク｣

を
６
月
３
日
、合
川
地
区「
あ
じ
さ
い

ウ
オ
ー
ク
」を
７
月
22
日
に
開
催
し
ま
し
た
。 

　
母
子
保
健
事
業
は
、思
春
期
ふ
れ
あ
い
体

験
事
業
を
７
月
27
日
に
実
施
し
、合
川
中
学

校
の
３
年
生
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
食
育
推
進
事
業
は
、体
験
学
習
型
の
食
育

探
健
隊
を
こ
れ
ま
で
４
回
の
実
施
し
54
人
の

参
加
で
し
た
。 

            

　
献
血
実
施
状
況
は
、７
月
末
現
在
で
全
血

献
血
１
９
７
人
で
す
。 

■
市
立
阿
仁
診
療
所 

　
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
外
来
患
者
数
は

内
科
４
０
３
２
人
、前
年
同
期
対
比
３
０
２

人
の
減
、外
科
３
８
１
７
人
、前
年
同
期
対

比
１
８
２
人
の
減
、歯
科
１
４
５
０
人
、前

年
同
期
対
比
47
人
の
増
、診
療
収
入
は
、３

科
で
前
年
同
期
対
比
２
７
６
万
２
千
円
の

減
収
で
す
。 

▲体験学習型の食育探検隊「小学校1年生対
象のジュニアコース」

▲文化会館で行われた第60回社会を明るく
する運動



　広報きたあきた　22．10．１  ４ 

９月定例議会行政報告（その２） 

９
月
定
例
議
会 

行
政
報
告

 

( 2 )
 

■
国
民
健
康
保
険
合
川
診
療
所

　
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
外
来
患
者
数
は

５
７
５
７
人
、前
年
同
期
対
比
１
１
０
９
人

増
、診
療
収
入
に
お
い
て
も
、前
年
同
期
対

比
７
０
７
万
６
千
円
の
増
収
で
す
。 

　 　
産
業
部
関
係

■
農
林
課 

　
水
稲
は
、７
月
に
入
っ
て
か
ら
大
雨
の
被

害
で
出
穂
の
遅
れ
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

前
年
よ
り
５
日
程
早
く
出
穂
し
ま
し
た
。 

　
き
ゅ
う
り
、ト
マ
ト
の
青
果
物
等
は
、生

産
者
、耕
作
面
積
と
も
に
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、概
ね
昨
年
並
み
の
販
売
額
で
す
。 

　
２
つ
の
市
営
牧
場
の
管
理
は
、大
き
な
事

故
も
な
く
順
調
に
経
過
し
て
い
ま
す
。 

　
中
山
間
地
域
直
接
支
払
事
業
は
、18
集
落

協
定
で
、今
後
中
間
見
直
し
を
含
め
10
年
間

の
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
農
地・農
業
施
設
災
害
は
、揚
水
機
損
壊
、

農
道
、水
路
決
壊
の
査
定
と
一
部
修
繕
工
事

は
終
了
し
、残
り
の
農
業
用
排
水
路
、農
道

決
壊
等
全
20
箇
所
は
査
定
を
受
け
順
次
復

旧
事
業
を
実
施
し
ま
す
。 

　
林
道
災
害
は
、21
年
度
繰
越
の
補
助
分
７

路
線
６
箇
所
が
完
了
し
、残
り
１
箇
所
は
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。 

　
松
く
い
虫
防
除
対
策
事
業
は
、春
駆
除
で

47
本
採
駆
除
し
、今
後
も
被
害
木
を
早
期
発

見
し
駆
除
し
ま
す
。 

　
種
苗
交
換
会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

「
北
秋
の
大
地
に
集
え〝
農
 の
夢
」に
決
定

し
、ポ
ス
タ
ー
も
８
月
末
で
完
成
。第
２
協

賛
会
場
は
現
在
造
成
中
で
す
。 

■
商
工
観
光
課 

　
企
業
誘
致
関
係
は
、阿
仁
萱
草
の
秋
田
工

業
株
式
会
社
の
第
２
工
場
の
新
築
工
事
が
、

11
月
末
の
完
成
に
向
け
て
工
事
中
で
す
。萱

草
工
業
団
地
給
水
施
設
改
良
工
事
も
11
月

末
の
完
成
に
向
け
て
発
注
し
て
い
ま
す
。 

　
あ
き
た
リ
ッ
チ
セ
ミ
ナ
ー
が
名
古
屋
で

開
催
さ
れ
、東
海
地
区
の
企
業
に
対
し
て
北

秋
田
市
の
ピ
ー
ア
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
緊
急
雇
用
事
業
関
係
は
、７
月
か
ら
企
業

誘
致
支
援
事
業
な
ど
４
事
業
、25
人
の
雇
用

で
失
業
者
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
創
出
を
目
的
に
、

北
秋
田
市
軽
ト
ラ
市・フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
６
月
19
日
、８
月
１
日
の
２
回
開
催
さ

れ
、た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

　
大
館
能
代
空
港
は
、搭
乗
率
ア
ッ
プ
に
向

け
ふ
る
さ
と
会
の
み
な
さ
ま
に
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
に
よ
る
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会
に
よ

る
１
０
０
０
円
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
道
の
駅「
大
館
能
代
空
港
」が
９
月
12
日

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。空
港
施
設
が
道
の

駅
に
登
録
さ
れ
る
の
は
全
国
で
２
番
目
、東

北
で
は
初
と
な
り
ま
す
。 

　 
           

　
観
光
振
興
関
係
で
は
、６
月
か
ら
森
吉
山

阿
仁
ス
キ
ー
場
の
ゴ
ン
ド
ラ
運
行
が
始
ま

り
、多
く
の
方
が
高
山
植
物
や
大
自
然
の
森

吉
山
を
鑑
賞
し
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

米
代
川
花
火
大
会
を
は
じ
め
と
す
る
恒
例

の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
　 　建
設
部
関
係

■
都
市
計
画
課 

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業
は
、８

月
20
日
現
在
、交
付
決
定
数
１
２
４
件
、交

付
決
定
額
１
７
９
７
万
９
千
円
で
す
。 

　
市
営
住
宅
畑
町
団
地
建
築
工
事
は
、９
月

上
旬
に
請
負
契
約
を
締
結
し
、降
雪
期
前
に

工
事
を
終
え
、遅
滞
な
く
老
朽
住
宅（
大
町

団
地
）か
ら
入
居
替
え
を
行
う
予
定
で
す
。 

■
建
設
課 

　
地
域
活
性
化・経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付

金
事
業
は
、計
画
７
路
線
の
う
ち
道
路
維
持

工
事
３
件
が
完
成
し
ま
し
た
。 

　
地
域
活
性
化・き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金

事
業
は
、計
画
20
路
線
の
う
ち
測
量
設
計
業

務
委
託
５
件
が
完
了
し
、排
水
維
持
工
事
10

件
を
発
注
し
て
、４
件
が
完
成
し
ま
し
た
。 

　
道
路
新
設
改
良
事
業
は
、道
路
改
良
工
事

２
件
、用
地
測
量
業
務
委
託
１
件
、橋
梁
長

寿
命
化
修
繕
計
画
策
定
業
務
委
託
１
件
を

そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
ま
し
た
。 

　
７
月
10
日
～
11
日
の
豪
雨
災
害
は
、河
川

災
害
１
件
及
び
道
路
災
害
２
件
の
査
定
設

計
業
務
委
託
が
完
了
し
ま
し
た
。 

　
７
月
29
日
～
30
日
の
豪
雨
災
害
に
つ
い

て
は
、河
川
災
害
３
件
及
び
道
路
災
害
３
件

の
査
定
設
計
業
務
委
託
を
発
注
し
、復
旧
工

事
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

■
上
下
水
道
課 

　
上
水
道
事
業
は
、災
害
発
生
時
に
お
け
る

断
水
区
域
を
最
小
限
に
止
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
緊
急
連
絡
管
布
設
工
事
、鷹
巣
字

下
家
下
地
区
配
水
管
布
設
工
事
２
件
を
発

注
し
ま
し
た
。 

　
簡
易
水
道
事
業
は
、七
座
地
区
簡
易
水
道
さ

く
井・導
水
管
布
設
工
事
を
発
注
し
ま
し
た
。 

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、鷹
巣
字
南
中
家
下

地
内
と
脇
神
字
平
崎
上
岱
地
内
の
面
整
備

工
事
の
２
件
を
発
注
し
ま
し
た
。 

　
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、道
城
地
区
の
、

▲空港施設を利用した道の駅「大館能代空
港」がオープン

　広報きたあきた　22．10．１　 ５ 

９月定例議会行政報告（その２） 

処
理
施
設
機
能
調
整
工
事
、場
内
整
備
工

事
、雨
水
排
水
工
事
、舗
装
復
旧
工
事
の
４

件
を
発
注
し
ま
し
た
。 

　
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
は
、５
人

槽
１
基
、７
人
槽
３
基
の
計
４
基
を
発
注
し

ま
し
た
。　 

 

　
消
防
本
部
関
係 

■
常
備
消
防

　
５
月
か
ら
７
月
末
ま
で
の
火
災
の
発
生

は
５
件
で
、建
物
火
災
が
１
件
、林
野
火
災

２
件
、車
両
火
災
が
２
件
で
す
。 

　
救
急
出
場
は
３
８
８
件
で
昨
年
同
期
比

57
件
の
増
で
、内
訳
は
急
病
２
７
０
件
、一

般
負
傷
37
件
、交
通
事
故
36
件
、そ
の
他
２

件
で
す
。 

　
救
助
の
出
場
は
17
件
で
、内
訳
は
交
通
事

故
12
件
、水
難
事
故
２
件
、自
然
災
害
１
件
、

そ
の
他
２
件
で
す
。 

　
火
災
警
報
器
共
同
購
入
の
補
助
事
業
は
、

７
月
末
日
現
在
で
１
３
３
自
治
会
等
か
ら

４
１
５
７
世
帯
分
の
交
付
申
請
が
あ
り
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。 

■
非
常
備
消
防 

　
７
月
25
日
開
催
の
県
消
防
協
会
大
館
北

秋
田
支
部
消
防
訓
練
大
会
は
、規
律
訓
練
の

部
で
阿
仁
第
４
分
団
が
１
位
、森
吉
第
７
分

団
が
２
位
、小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
鷹
巣

第
５
分
団
が
２
位
に
入
る
な
ど
、日
頃
積
み

重
ね
た
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。 

　
７
月
29
日
か
ら
の
大
雨
洪
水
警
報
発
令

時
に
は
、水
防
団
員
延
べ
１
０
２
人
が
出
動

し
、河
川
等
の
警
戒
に
当
た
り
被
害
の
軽
減

に
努
め
ま
し
た
。 

           

　
教
育
委
員
会
関
係 

■
総
務
課  

　
阿
仁
中
学
校
体
育
館
改
築
工
事
は
、完
成

期
限
を
平
成
23
年
３
月
10
日
ま
で
と
し
て

改
築
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
小
中
学
校
５
校
の
耐
震
補
強
工
事
、米
内

沢
小
学
校
図
書
棟
解
体
工
事
、森
吉
中
学
校

給
水
管
交
換
工
事
は
、期
限
内
で
完
成
し
ま

し
た
。 

　
あ
き
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
園
は
、２
学
期

が
８
月
30
日
か
ら
始
業
し
て
い
ま
す
。 

■
学
校
教
育
課 

　
市
内
の
小
・
中
学
校
は
、部
活
動
の
地
区

大
会
や
全
県
大
会
、各
種
コ
ン
ク
ー
ル
等
に

積
極
的
に
参
加
し
、好
成
績
を
収
め
る
な
ど

活
躍
が
光
り
ま
し
た
。 

　
学
校
に
お
け
る
外
国
語
活
動
を
支
援
す

る
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）と
し
て
、新

た
に
ロ
バ
ー
ト
・
コ
リ
ガ
ン
、マ
カ
ア
カ
ン

ナ
ジ
ン・ク
リ
フ
ォ
ー
ド
の
２
人
が
来
市
し

ま
し
た
。２
年
目
と
な
る
３
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
と

と
も
に
、市
内
各
小・中・高
の
児
童
生
徒
と

一
緒
に
英
語
の
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
。 

　
来
年
３
月
の
閉
校
を
前
に
、こ
れ
ま
で
の

高
校
の
歩
み
や
思
い
出
に
触
れ
て
も
ら
お

う
と「
合
川
高
校
の
校
舎
見
学
会
」と「
思
い

出
を
語
る
集
い
」が
開
催
さ
れ
、同
窓
生
や

旧
職
員
ら
２
０
０
人
ほ
ど
の
関
係
者
が
参

加
し
ま
し
た
。 

■
生
涯
学
習
課  

　
坊
沢
公
民
館
は
、老
朽
化
が
著
し
く
国
の

補
助
事
業
に
よ
り
改
修
工
事
を
行
っ
て
お

り
、10
月
末
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　
北
秋
田
市
成
人
式
は
、８
月
15
日
に
北
秋
田

市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
年
度
の

対
象
者
は
３
８
５
人
で
、３
０
３
人
が
出
席
し

恩
師
を
は
じ
め
関
係
者
か
ら
激
励
を
受
け
、

成
人
と
し
て
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
が
世
界
遺
産
登
録
を
目
指

す
た
め
、遺
跡
自
体
の
研
究
や
関
連
す
る
遺
跡

と
の
比
較
検
討
、市
民
意
識
の
向
上
が
不
可

欠
と
な
る
こ
と
か
ら
、國
學
院
大
學
研
究
開

発
機
構
と
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
と
の
研

究
協
力
に
関
す
る
協
定
の
締
結
が
行
わ
れ

ま
し
た
。今
後
は
、関
連
遺
跡
の
発
掘
調
査

や
、都
内
で
の
北
秋
田
市
の
紹
介
も
兼
ね
た

出
土
品
の
特
別
展
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　
８
月
６
日
に
伊
勢
堂
岱
遺
跡
調
査
検
討

委
員
会
が
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、平
成
23

年
度
か
ら
環
境
整
備
を
行
い
な
が
ら
空
港

や
内
陸
線
の
利
用
も
含
め
て
、平
成
27
年
度

の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
の
取
り
組
み

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
指
定
文
化
財「
七
日
市
の
長
岐
邸
」の

長
岐
家
に
伝
わ
る
掛
け
軸
や
古
文
書
等
１

５
２
８
点
が
市
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。 

　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
で
８
月
24
日
、入
館
者

数
が
15
万
人
を
達
成
し
、記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

を
行
い
ま
し
た
。同
館
は
昭
和
63
年
８
月
に

オ
ー
プ
ン
し
、平
成
４
年
７
月
に
は
５
万
人

目
、平
成
10
年
８
月
に
は
10
万
人
目
の
入
館

者
を
迎
て
い
ま
す
。 

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課  

　
合
川
地
区
の
水
泳・バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

に
延
べ
84
人
、鷹
巣
地
区
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室
に
延
べ
１
５
２
人
が
参
加
し
、楽
し
く

汗
を
流
し
ま
し
た
。 

　
森
吉
地
区
の
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会・８
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
は
９
チ
ー

ム
が
参
加
し
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

▲規律訓練の部で阿仁第４分団が優勝、森
吉第７分団が準優勝

▲15万人の来場者に後藤名誉館長が花束と
記念品を贈呈
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今
年
度
の
移
動
行
政
懇
話
会
は
、８

月
30
日
の
鷹
巣
地
区
会
場
を
皮
切
り
に

始
ま
り
、参
加
者
が
市
長
や
市
の
担
当

者
と
新
医
療
整
備
基
本
構
想
や
地
域
要

望
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。 

　
懇
話
会
は
、市
の
現
状
や
周
知
事
項

を
説
明
す
る
と
と
も
に
、行
政
へ
の
意
見・

要
望
を
伺
う
機
会
と
し
て
毎
年
各
地
区

で
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、４
地
区
で

市
民
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

津
谷
市
長
は
、市
民
意
識
調
査
や
新
医

療
整
備
基
本
構
想
な
ど
を
説
明
し
た
う

え
で
、「
合
併
か
ら
５
年
経
過
し
、当
時

か
ら
の
課
題
の
事
務
事
業
の
統
一
、職

員
の
削
減
な
ど
概
ね
順
調
に
推
移
し
て

い
る
が
新
た
な
課
題
も
あ
り
、自
助
、共

助
、公
助
を
基
本
と
し
た
課
題
の
解
決

に
向
け
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
た
い
。市
の
現
状
、抱
え
て
い
る
問
題

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
皆
さ
ん

の
ご
意
見
や
要
望
を
踏
ま
え
な
が
ら
一

緒
に
住
み
よ
い
北
秋
田
市
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。 

　
市
か
ら
の
報
告
で
は
、担
当
職
員
が
、

７
月
に
実
施
し
た
市
民
意
識
調
査
で
４

４
６
人
か
ら
回
答
を
得
た
結
果
に
つ
い

て
満
足
度
や
不
満
足
度
の
多
い
分
野
な

ど
を
説
明
し
ま
し
た
。 

　
新
医
療
整
備
基
本
構
想
は
、在
宅
医

療
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、「
地
域
医
療

連
携
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」の
設
置
や
、「
地

域
完
結
型
医
療
」か
ら「
地
域
連
携
型
医

療
」へ
の
転
換
な
ど
、基
本
構
想
の
概
要

を
説
明
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、10
月
１
日
を
基
準
に
行
わ
れ

る
国
勢
調
査
へ
の
協
力
依
頼
、住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
促
進
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。 

　
意
見
交
換
で
は
、質
疑
を
含
め
参
加

者
か
ら
意
見
、要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
質
問
・
意
見
と
そ
の
回
答
は
次
の

と
お
り
で
す
。  

■
鷹
巣
地
区（
８
月
30
日
）

▽
旧
北
秋
病
院
の
跡
地
利
用
は
総
合
計

画
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
を
。 

　
人
口
の
減
少
や
商
店
街
の
衰
退
、大

型
店
の
関
係
な
ど
状
況
が
変
化
し
て
き

て
い
る
の
で
、現
実
を
見
据
え
た
跡
地

の
利
用
を
検
討
し
て
行
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。 

▽
市
で
は
医
師
不
足
に
対
し
て
、ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
。  

　
市
単
独
で
は
、限
り
が
あ
る
の
で
、厚

生
連
や
大
学
、医
療
関
係
者
、議
員
、市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
手
分
け
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
度
に
10
人
も
20
人
も
医
師
を
増
や
せ

る
状
況
で
は
な
い
の
で
、い
ろ
ん
な
方
々

か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、真
剣

に
地
道
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。  

▽
米
内
沢
病
院
に
阿
仁
病
院
か
ら
派
遣

と
い
う
形
で
看
護
師
が
勤
務
し
て
い
た

が
、市
民
病
院
へ
の
派
遣
や
採
用
に
つ

い
て
、市
と
厚
生
連
は
ど
う
い
う
関
係

で
人
材
を
選
ぶ
こ
と
に
し
て
い
る
の
か
。

　
市
民
病
院
は
、厚
生
連
に
指
定
管
理

で
委
託
し
て
い
る
。米
内
沢
病
院
の
縮

小
に
伴
う
余
剰
人
員
を
、看
護
師
等
を

は
じ
め
と
し
て
採
用
し
て
も
ら
う
よ
う

に
お
願
い
を
し
て
い
る
が
、厚
生
連
と

し
て
は
看
護
師
等
を
含
め
て
公
募
し
て

い
る
の
で
、試
験
に
通
っ
た
方
を
採
用

す
る
と
い
う
こ
と
で
、米
内
沢
病
院
の

市
民 

行
政 

　
市
で
は
、
北
秋
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
や
行
政
課
題
な
ど
に
つ
い
て
市

民
と
語
り
合
う
移
動
行
政
懇
話
会
を
８
月
30
日
か
ら
９
月
２
日
に
か

け
て
４
地
区
で
開
催
し
、
新
医
療
整
備
基
本
構
想
や
周
知
事
項
な
ど
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
市
民
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
要

望
を
伺
い
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

◇
市
内
４
地
区
で
開
催
◇
　
移
動
行
政
懇
話
会 

４
会
場
で
約
２
０
０
人
が

津
谷
市
長
ら
と
意
見
交
換 

▲４地区で開催された移動行政懇話会
　（森吉地区会場）

地
域
要
望
な
ど
で
意
見
交
換 
地
域
要
望
な
ど
で
意
見
交
換 
地
域
要
望
な
ど
で
意
見
交
換 
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移動行政懇話会 

看
護
師
等
の
優
先
的
な
採
用
に
は
応
じ

か
ね
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。派
遣

に
つ
い
て
も
、厚
生
連
に
受
け
入
れ
は

で
き
な
い
か
と
話
は
し
て
い
る
が
、受

け
入
れ
は
難
し
い
と
い
う
状
況
。  

▽
自
治
医
科
大
学
出
身
の
医
師
は
、民

間
の
厚
生
連
が
運
営
す
る
市
民
病
院
に

来
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

　
市
で
は
県
に
、市
民
病
院
に
対
し
て

も
自
治
医
科
大
学
出
身
の
医
師
の
派
遣

を
し
て
ほ
し
い
と
継
続
的
に
お
願
い
し

て
い
る
が
、自
治
医
大
出
身
の
医
師
を

全
県
的
に
自
治
体
病
院
へ
派
遣
す
る
こ

と
は
非
常
に
難
し
い
現
状
。 

■
森
吉
地
区（
８
月
31
日
） 

▽
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
は
、ど
こ

に
設
置
し
、ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
運

営
す
る
の
か
。

　
市
民
病
院
内
に
設
置
し
、運
営
に
つ

い
て
は
、厚
生
連
を
含
め
た
医
療
機
関

や
介
護
事
業
所
、訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
等
の
関
係
者
で
運
営
協
議
会
を
立
ち

上
げ
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。実
施
計

画
で
具
体
的
に
示
し
た
い
。 

▽
新
医
療
整
備
基
本
構
想
で
、実
施
計

画
の
策
定
時
期
は
。  

　
策
定
時
期
に
つ
い
て
は
、10
月
に
県

の
協
議
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
こ
に
向
け
て
策
定
し
た
い
。県
と
の

協
議
の
結
果
、見
直
し
の
必
要
が
あ
る

と
思
う
の
で
、年
内
に
は
ま
と
め
た
い
。 

▽
市
の
財
政
状
況
は
。市
債
の
額
は
増

え
て
い
る
の
か
、減
っ
て
い
る
の
か
。

　
財
政
状
況
は
、厳
し
い
状
況
で
は
あ

る
が
、す
ぐ
に
倒
れ
る
状
況
で
は
な
い

の
で
安
心
し
て
も
ら
い
た
い
。 

　
市
債
は
、借
金
と
な
る
の
で
、計
画
的

に
減
ら
し
て
い
く
よ
う
進
め
て
い
る
。 

▽
森
吉
牧
場
か
ら
悪
臭
が
発
生
し
て
い

る
。以
前
か
ら
話
し
て
い
る
が
改
善
さ

れ
て
い
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
も
、家
畜
保
健
所
か
ら
臭

い
を
な
く
す
る
た
め
の
指
導
を
受
け
て

進
め
て
き
て
い
る
が
、引
き
続
き
関
係

機
関
と
協
議
し
、臭
い
の
軽
減
に
努
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。 

▽
各
集
落
の
防
災
無
線
は
稼
働
し
て
い

る
の
か
、雨
が
た
く
さ
ん
降
っ
て
も
放

送
が
な
い
。 

　
当
該
の
防
災
無
線
は
、大
き
な
音
量

の
雑
音
が
入
り
、周
囲
の
迷
惑
と
な
る

た
め
稼
働
を
止
め
て
い
る
。修
理
を
す

る
よ
う
進
め
て
い
る
。 

■
合
川
地
区（
９
月
１
日
） 

▽
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
使

用
料
が
外
に
比
べ
高
い
。統
一
的
な
も

の
に
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

　
集
会
施
設
、公
民
館
施
設
は
使
用
料

が
違
う
と
い
う
こ
と
で
調
整
が
済
ん
だ

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。冷
房
料
が
時
間

や
半
日
設
定
な
ど
違
う
た
め
検
討
し
て

み
た
い
。 

▽
平
成
22
年
３
月
に
米
内
沢
病
院
が
廃

止
さ
れ
る
が
、療
養
病
床
は
ど
う
な
る

の
か
。

　
病
院
の
解
散
後
の
療
養
病
床
に
つ
い

て
は
、北
秋
田
市
民
病
院
を
運
営
し
て

い
る
厚
生
連
と
基
本
的
に
受
け
入
れ
の

合
意
は
し
て
い
る
。ど
う
い
う
形
で
迎

え
入
れ
る
か
は
事
務
レ
ベ
ル
で
詰
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

▽
森
吉
山
ダ
ム
が
完
成
し
、稼
働
す
る

が
上
水
道
の
見
通
し
は
。

　
ダ
ム
の
水
を
活
用
し
、上
水
道
と
し

て
は
９
５
０
０
ト
ン
の
計
画
で
進
め
て

い
る
。 

▽
市
民
の
一
体
感
を
出
す
市
民
歌
を
制

定
で
き
な
い
か
。

　
旧
町
の
町
民
歌
に
愛
着
を
持
っ
て
い

る
方
も
た
く
さ
ん
い
る
と
思
う
が
、市

と
し
て
行
事
等
に
統
一
し
た
市
民
歌
も

必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

節
目
の
時
に
市
民
歌
を
制
定
す
る
の
も

ひ
と
つ
だ
が
、音
楽
家
が
出
て
い
る
地
域

で
も
あ
り
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

■
阿
仁
地
区（
９
月
２
日
） 

▽
８
月
13
日
、阿
仁
合
駅
前
の
火
災
に

つ
い
て
消
防
の
対
応
の
認
識
は
。

　
初
期
、初
動
体
制
で
し
っ
か
り
と
し

た
あ
り
方
、そ
れ
か
ら
市
民
の
方
々
か

ら
不
安
に
思
わ
れ
る
よ
う
な
状
況
が
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、そ
れ
は
今
回
の
反
省
点

と
し
て
し
っ
か
り
こ
れ
か
ら
取
り
組
ん

で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

▽
体
力
増
進
に
体
育
館
へ
職
員
を
。

　
阿
仁
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
に
つ
い
て

は
、体
育
指
導
員
の
協
力
を
得
る
な
ど

し
て
行
っ
て
い
る
。職
員
が
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
な
く
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
で

担
当
し
て
い
る
。 

▽
ブ
ナ
帯
キ
ャ
ン
プ
場
の
整
備
を
お
願

い
し
た
い
。 

　
宿
泊
棟
は
、昭
和
54
年
の
建
設
で
土

台
等
が
か
な
り
腐
っ
て
い
る
状
態
で
全

部
補
修
す
る
と
か
な
り
の
経
費
が
か
か

る
。状
態
が
い
い
も
の
で
補
修
が
可
能

で
あ
れ
ば
、今
後
利
活
用
に
向
け
た
い

が
利
用
状
況
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

現
地
を
再
度
確
認
し
な
が
ら
検
討
し
た

い
。 

▽
訪
問
看
護
は
ど
う
な
る
の
か
。  

　
阿
仁
診
療
所
等
の
空
き
病
棟
を
利
用

し
た
所
に
訪
問
看
護
を
設
置
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。 

▽
荒
瀬
の
し
ょ
う
ぶ
園
に
つ
い
て
今
後

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。 

　
土
壌
が
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
客

土
の
入
れ
替
え
、株
分
け
が
必
要
で
３

年
ぐ
ら
い
の
計
画
で
整
備
し
て
い
く
の

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。形
態
が
変
わ
る

に
し
て
も
継
続
し
て
い
く
方
向
で
動
い

て
い
る
。 
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第
39
回
鷹
巣
高
校
強
歩
大
会（
星
野
滋

校
長
、生
徒
数
３
３
２
人
）が
８
月
28
日
夜

か
ら
29
日
早
朝
に
か
け
て
、市
内
を
周
回

す
る
コ
ー
ス
行
わ
れ
、生
徒
た
ち
は
自
身

の
体
力
の
限
界
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

　
同
校
の
強
歩
大
会
は
、自
己
の
体
力
の

限
界
に
挑
戦
し
、苦
し
さ
に
耐
え
抜
く
心

と
身
体
を
鍛
え
る
と
と
も
に
、集
団
行
動

の
あ
り
方
を
学
ぶ
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。平
成
23
年
３
月
に
市
内
４
高
校
が
統

合
し
、秋
田
北
鷹
高
校
と
な
る
た
め
、今
回

が
最
後
の
大
会
と
な
り
ま
す
。 

　
今
年
の
コ
ー
ス
は
、同
校
か
ら
北
欧
の

杜
公
園
～
米
内
沢
地
区
～
合
川
地
区
を
経

由
し
、同
校
に
戻
る
29・３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

米
内
沢
Ｊ
Ａ
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
前
と
合

川
Ｊ
Ａ
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
前
、大
野
台

工
業
団
地
の
扶
桑
工
業
前
に
関
門
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、コ
ー
ス
沿
い
86
カ

所
に
観
察
ポ
イ
ン
ト
で
は
、職
員
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
員
ら
が
生
徒
の
安
全
を
見
守
り
ま
す
。 

　
開
会
式
で
星
野
校
長
は「
こ
れ
ま
で
大

会
が
続
け
て
こ
れ
た
の
も
、地
域
の
方
々

の
理
解
が
あ
っ
て
こ
そ
、今
年
も
実
施
で

き
る
こ
と
を
感
謝
し
て
ほ
し
い
。す
べ
て

の
参
加
者
が
完
歩
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

ほ
し
い
」な
ど
と
生
徒
を
激
励
し
ま
し
た
。 

　
午
後
10
時
に
、号
砲
と
と
も
に
女
子
が

ス
タ
ー
ト
。30
分
遅
れ
て
男
子
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。生
徒
た
ち
は「
い
く
ぞ
ー
」

「
頑
張
ろ
う
ね
」な
ど
と
励
ま
し
合
い
、元

気
に
勢
い
よ
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
各
関
門
で
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
ら
が
飲
み

物
や
果
物
、お
に
ぎ
り
な
ど
を
用
意
し
て
、

生
徒
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
。生
徒
た
ち
は
、水

分
な
ど
を
補
給
し
な
が
ら「
頑
張
っ
て
」「
も

う
少
し
」な
ど
と
激
励
を
受
け
て
、元
気
を

取
り
戻
し
て
い
ま
し
た
。 

　
生
徒
た
ち
は
、走
り
続
け
て
自
身
の
体

力
に
挑
戦
し
た
り
、友
だ
ち
と
一
緒
に
体

力
に
合
わ
せ
た
速
度
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
す

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
完
歩
を
目
指

し
ま
し
た
。 

▲校門前を勢いよくスタートした第39回鷹
巣高校強歩大会

第
39
回
鷹
巣
高
校
強
歩
大
会 

体
力
の
限
界
に
挑
戦
し
、
忍
耐
力
を
養
う 

　
北
秋
田
市
戦
没
者
追
悼
式
が
８
月
24
日
、

市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、参
列
し
た
遺
族

ら
約
２
４
０
人
が
黙
と
う
と
献
花
な
ど
で

戦
没
者
の
死
を
悼
む
と
と
も
に
、平
和
へ

の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。　 

　
戦
没
者
追
悼
式
は
、第
２
次
世
界
大
戦

で
亡
く
な
っ
た
市
出
身
者
を
追
悼
し
、平

和
を
祈
念
し
よ
う
と
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
北
秋
田
市
の
戦
没
者
は
約
１
７
０
０
人

で
す
。 

　
式
典
で
は
、君
が
代
斉
唱
、戦
没
者
へ
の

黙
と
う
の
後
、津
谷
市
長
は「
数
多
く
の
尊

き
命
が
失
わ
れ
た
、先
の
大
戦
か
ら
65
年

の
歳
月
が
過
ぎ
去
っ
た
。私
た
ち
が
、あ
た

り
ま
え
の
よ
う
に
享
受
し
て
い
る
繁
栄
や

平
和
も
、激
し
い
戦
火
の
中
に
お
け
る
尊

い
犠
牲
の
う
え
に
、築
き
上
げ
ら
れ
て
き

た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
の
大
半
が
戦
争
の
悲
劇
を
知
ら
ず
に

育
っ
た
世
代
と
な
っ
た
今
、私
た
ち
は
過

去
の
悲
惨
な
歴
史
で
学
ん
だ
貴
重
な
教
訓

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、次
の
世
代
に

語
り
継
ぎ
、決
意
を
新
た
に
し
て
世
界
の

恒
久
平
和
人
々
の
幸
福
を
願
い
つ
つ
、故

郷
北
秋
田
の
限
り
な
い
発
展
の
た
め
に
、

今
後
一
層
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

な
ど
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
こ
の
あ
と
、高
橋
久
雄
市
遺
族
連
合
会

長
は「
時
が
経
過
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、私
達

遺
族
は
皆
様
に
対
す
る
追
慕
の
情
が
深
く

な
り
、悲
し
み
は
永
遠
に
消
え
ま
せ
ん
。今

日
の
平
和
と
繁
栄
は
ま
さ
に
皆
様
の
尊
い

礎
の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

再
確
認
し
、命
の
尊
さ
、平
和
の
尊
さ
を
次

の
世
代
に
語
り
継
ぐ
こ
と
こ
そ
、戦
後
に

生
き
る
私
共
の
責
務
で
あ
る
と
、改
め
て

誓
い
ま
す
」な
ど
と
追
悼
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、遺
族
会
代
表
ら
が
ス
テ
ー
ジ

中
央
の
祭
壇
に
献
花
す
る
と
と
も
に
、客

席
の
遺
族
ら
も
ホ
ー
ル
内
の
献
花
台
に
献

花
し
、戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。 

▲遺族、関係者約200人が参列し、戦没者を慰
霊した北秋田市戦没者追悼式

北
秋
田
市
戦
没
者
追
悼
式 

平
和
へ
の
誓
い
新
た
に 
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津谷市長定例記者会見／市長ダイアリー 

　
津
谷
市
長
に
よ
る
定
例
記
者
会
見
が
９

月
８
日
、市
役
所
で
開
か
れ
、市
議
会
９
月

定
例
会
の
概
要
な
ど
を
説
明
し
、記
者
か

ら
の
質
疑
に
応
じ
て
会
見
し
ま
し
た
。  

　
津
谷
市
長
は
、新
医
療
整
備
基
本
構
想

に
つ
い
て「
地
域
完
結
型
医
療
体
制
か
ら

地
域
連
携
型
医
療
体
制
に
シ
フ
ト
し
た
形

と
な
っ
て
い
る
。地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、各
々
の
施
設
が
も
つ
機
能
を

有
機
的
・
効
果
的
に
活
用
し
た
い
。連
携
セ

ン
タ
ー
が
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
、

医
師
の
少
な
い
地
域
の
モ
デ
ル
的
な
医
療

体
制
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
い
る
」な
ど
と
説
明
し
ま
し
た
。 

　
マ
タ
ギ
の
里
観
光
開
発
株
式
会
社
に
つ

い
て「
指
定
管
理
期
間
は
平
成
23
年
３
月

31
日
ま
で
、今
後
の
方
向
性
を
見
出
す
た

め
協
議
し
た
。市
と
し
て
は
赤
字
を
負
担

す
る
こ
と
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

会
社
に
は
、経
営
内
容
と
改
善
に
向
け
た

方
法
等
を
提
出
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

そ
れ
を
も
と
に
検
討
し
た
い
」な
ど
と
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。 

　
質
疑
応
答
で
は
、米
内
沢
病
院
の
訴
訟

問
題
に
つ
い
て「
弁
護
士
に
も
相
談
し
、手

続
き
を
進
め
て
い
る
。一
組
解
散
の
予
定

は
変
わ
り
な
い
。当
市
と
上
小
阿
仁
村
の

議
会
に
提
案
さ
れ
る
予
定
。退
職
さ
れ
る

方
々
へ
の
就
職
あ
っ
せ
ん
は
、誠
意
を
も
っ

て
努
力
し
対
応
し
た
い
。今
後
の
民
間
移

管
を
含
め
た
病
院
の
方
向
性
は
、早
く
結

論
を
出
し
た
い
」と
し
、秋
田
大
学
北
秋
田

分
校
開
校
に
つ
い
て「
11
月
に
開
校
記
念

式
典
を
予
定
し
て
い
る
。幅
広
く
市
民
の

方
々
も
対
象
と
し
た
公
開
講
座
な
ど
を
開

催
で
き
る
よ
う
に
、大
学
側
と
調
整
し
て

い
き
た
い
」な
ど
と
答
え
ま
し
た
。 

　
ま
た
、阿
仁
ス
キ
ー
場
へ
の
支
援
に
つ

い
て「
財
政
的
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。前

売
り
券
購
入
の
協
力
、市
の
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
く
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
し
て

側
面
か
ら
支
援
し
て
い
き
た
い
」な
ど
と

答
え
ま
し
た
。 

▲新医療構想やマタギの里観光㈱への対応等
について会見する津谷市長

津
谷
市
長
定
例
記
者
会
見 

医
師
の
少
な
い
地
域
の
モ
デ
ル
的
な
医
療
体
制
に 
◇
８
月
16
日
～
９
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

市議会第５回臨時会（議事堂） 市議会第５回臨時会（議事堂） 市議会第５回臨時会（議事堂） 

８
月
16
日（
月
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
正
副
管
理
者
会
議（
公
立
米

内
沢
総
合
病
院
）▽
立
正
大
学
剣
道
部
表
敬
訪
問（
本
庁
舎
）▽
第
48
回
阿

仁
の
花
火
大
会
と
灯
籠
流
し（
阿
仁
河
川
公
園
）

18
日（
水
）▽
秋
田
県
民
生
協
会
大
運
動
会（
愛
生
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
）▽
鷹
巣
南
小
学

校
自
転
車
部
全
国
大
会
出
場
報
告（
本
庁
舎
）▽
県
市
町
村
協
働
政
策
会
議

県
北
地
域
会（
能
代
市
）

21
日（
土
）▽
縄
文
シ
テ
ィ
サ
ミ
ッ
ト
in
ふ
く
し
ま（
福
島
市
） 

22
日（
日
）▽
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ォ
ー
結
成
10
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト（
文
化
会
館
） 

23
日（
月
）▽
予
算
査
定
ヒ
ア
リ
ン
グ（
本
庁
舎
） 

24
日（
火
）▽
北
秋
田
市
戦
没
者
追
悼
式（
文
化
会
館
） 

25
日（
水
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
定
例
会（
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
） 

26
日（
木
）▽
平
成
22
年
北
秋
田
市
議
会
第
３
回
臨
時
会（
議
事
堂
）▽
第
３
回
北
秋

田
市
議
会
全
員
協
議
会（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
土
地
改
良
連
絡
協
議
会
意

見
交
換
会（
縄
文
の
湯
） 

27
日（
金
）▽
道
の
駅「
大
館
能
代
空
港
」登
録
証
伝
達
式（
本
庁
舎
） 

30
日（
月
）▽
第
39
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
入
賞
報
告（
本
庁
舎
） 

31
日（
火
）▽
高
速
道
路
促
進
協
議
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
秋
田
市
）▽
平
成
22
年
度
移

動
行
政
懇
話
会（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
） 

９
月
1
日（
水
）▽
森
吉
山
ダ
ム
水
源
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
第
１
回
分
科
会（
森
吉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）▽
平
成
22
年
度
移
動
行
政
懇
話
会（
合
川
公
民
館
） 

２
日（
木
）▽
平
成
22
年
度
移
動
行
政
懇
話
会（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

３
日（
金
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
議
会
全
員
協
議
会（
公
立
米
内
沢

総
合
病
院
）▽
秋
田
県
林
材
業
団
体
連
絡
協
議
会
総
会（
秋
田
市
） 

４
日（
土
）▽
首
都
圏
合
川
会
第
45
回
総
会（
東
京
都
） 

５
日（
日
）▽
秋
田
県
消
防
協
会
大
館
北
秋
田
支
部
総
合
防
災
訓
練（
鷹
巣
地
区
一
円
） 

６
日（
月
）▽
第
４
回
北
秋
田
市
議
会
全
員
協
議
会（
本
庁
舎
） 

７
日（
火
）▽
阿
仁
地
区
敬
老
式（
阿
仁
体
育
館
） 

８
日（
水
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
） 

９
日（
木
）▽
合
川
地
区
敬
老
式（
合
川
体
育
館
） 

11
日（
土
）▽
森
吉
地
区
敬
老
式（
森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）▽「
平
和
へ
の

祈
り
」出
版
記
念
の
会（
中
央
公
民
館
） 

12
日（
日
）▽
道
の
駅「
大
館
能
代
空
港
」開
所
式（
同
所
） 

14
日（
火
）▽
平
成
22
年
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
） 
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ちいきの話題 ちいきの話題 ちいきの話題 

　
劇
団
四
季「
こ
こ
ろ
の
劇
場
」が
９
月
13
日
、

文
化
会
館
で
開
か
れ
、仙
北
市
・
北
秋
田
市
の

小
学
校
の
児
童
ら
約
６
０
０
人
が
、ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル「
エ
ル
コ
ス
の
祈
り
」を
鑑
賞
し
ま
し
た
。 

　
劇
団
四
季
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
劇
場
は
、子
ど

も
た
ち
が
生
き
て
い
く
う
え
で
大
事
な
こ
と
を
、

舞
台
を
通
じ
て
語
り
か
け
よ
う
と
、全
国
で
子

ど
も
た
ち
を
招
待
し
て
公
演
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
、仙
北
市
の
小
学
校
７
校
か
ら
、

６
年
生
の
児
童
約
３
０
０
人
が
、秋
田
内
陸
線

を
利
用
し
て
、北
秋
田
市
を
訪
れ
、市
内
の
小

学
６
年
生
と
一
緒
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
楽
し

み
ま
し
た
。 

　
児
童
た
ち
は
、舞
台
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、

華
麗
な
ダ
ン
ス
や
歌
、コ
ミ
カ
ル
な
表
現
な
ど

を
感
じ
と
り
な
が
ら
、心
に
語
り
か
け
る
演
技

に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。 

▲舞台を通じて、子どもたちの心に語り
かけた、劇団四季「こころの劇場」

舞台から大切なことを語りかける ●劇団四季 こころの劇場

　
第
８
回
北
秋
田
市
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ
り

が
９
月
12
日
、大
太
鼓
の
館
野
外
ス
テ
ー
ジ
で

開
か
れ
、市
民
や
観
光
客
ら
が
訪
れ
、迫
力
あ

る
演
奏
と
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
開
会
式
で
、村
井
松
悦
実
行
委
員
長
は「
来

場
の
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
声
援
や
拍
手
を
い

た
だ
け
る
と
、叩
き
手
も
益
々
気
合
い
が
入
る
。

一
緒
に
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
」な
ど
と

あ
い
さ
つ
。 

　
こ
の
日
は
、市
内
の
団
体
の
ほ
か
、ゲ
ス
ト

と
し
て
大
館
市
の
佐
伯
守
康
さ
ん
の
モ
ロ
ッ

コ
民
俗
楽
器
ト
バ
イ
ラ
、田
代
太
鼓
振
興
会
、

男
鹿
市
の
な
ま
は
げ
郷
神
楽
が
、力
強
い
バ
チ

さ
ば
き
の
演
奏
で
聴
衆
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。 

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、大
太
鼓
４
張
が
並
ん
で
演

奏
。大
太
鼓
の
迫
力
あ
る
音
は
、雷
鳴
の
ご
と

く
響
き
渡
り
、観
客
を
驚
か
せ
ま
し
た
。 ▲４張りの大太鼓は雷鳴のごとく響き渡り、

観客を驚かせました

４張りの大太鼓競演で観客を魅了 ●第８回北秋田市たかのす太鼓まつり

　
空
の
日
・
空
の
旬
間
を
記
念
す
る「
大
館
能

代
空
港
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
」が
９
月

12
日
、同
空
港
で
開
催
さ
れ
、多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

　
野
外
広
場
・
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、大
館
囃

子
保
存
会
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
や
ち

び
っ
こ
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
、超
神
ネ
イ
ガ
ー
・

ジ
オ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ

れ
、大
勢
の
家
族
連
れ
な
ど
が
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
、空
港
内
を
バ
ス
で
巡
る「
空
港

探
検
隊
」や
飛
行
機
の
牽
引
車
な
ど「
空
港
で

働
く
特
殊
車
両
の
展
示
」、「
管
制
塔
見
学
会
」

な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、「
ス
ギ
ッ
チ
」と
一
緒
に
写
真
を
撮
ろ

う
コ
ー
ナ
ー
や「
な
い
り
っ
く
ん
も
く
る
よ
！
」

内
陸
線
的
あ
て
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
に
は
、子
ど

も
た
ち
の
人
気
の
的
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

▲空港で働く特殊車両に乗り込み、笑顔
で記念撮影

大館能代空港で多彩なイベント ●大館能代空港スカイフェスタ２０１０
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第
39
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会（
京
都
市
）

の
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
の
部
門
で
入
賞
を

果
た
し
た
近
藤
大
斗
消
防
士（
北
秋
田
市
消
防

本
部
）ら
が
８
月
30
日
、市
役
所
を
訪
れ
、津
谷

市
長
に
全
国
大
会
の
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
近
藤
消
防
士
は
、県
大
会
で
優
勝
し
、全
国

大
会
に
出
場
。基
準
タ
イ
ム
28
秒
を
大
幅
に
上

回
る
19
秒
７
６
５
の
好
タ
イ
ム
で
、平
成
15
年

以
来
７
年
ぶ
り
の
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。 

　
近
藤
さ
ん
は「
失
格
に
な
ら
な
い
よ
う
、確

実
に
ミ
ス
の
な
い
技
術
を
発
揮
し
て
、20
秒
を

切
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
」な
ど
と
大
会
を
振

り
返
り
ま
し
た
。  

 

津
谷
市
長
は「
一
瞬
一
秒
を
争
う
救
助
活
動

に
活
か
し
て
、市
民
が
安
心
し
て
安
全
に
過
ご

せ
る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」な
ど
と
お
祝

い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。 

７年ぶりの全国大会入賞 ●第39回全国消防救助技術大会

　
首
都
圏
合
川
会（
小
田
嶋
長
忠
会
長
）の
第

45
回
総
会
・
懇
親
会
が
９
月
４
日
、「
東
天
紅
」

（
東
京
都
台
東
区
）で
開
催
さ
れ
、首
都
圏
在
住

の
合
川
地
区
出
身
者
な
ど
会
員
ら
約
50
人
が

集
い
、ふ
る
さ
と
を
懐
か
し
む
話
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

　
小
田
嶋
会
長
は「
北
秋
田
市
も
空
港
や
病
院

な
ど
運
営
課
題
が
様
々
あ
る
よ
う
で
す
が
、来

年
は
森
吉
山
ダ
ム
が
完
成
す
る
と
の
こ
と
。Ｐ

Ｒ
等
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
た
い
」な
ど
と
郷
土

を
想
い
激
励
し
ま
し
た
。 
 

ま
た
、合
川
地
区
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
の
花

野
果
が
物
産
販
売
を
兼
ね
て
参
加
。会
員
ら
は
、

も
ち
菓
子
な
ど
懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
味
を

買
い
求
め
、完
売
と
な
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。 

　
懇
親
会
で
は
、互
い
の
再
会
を
喜
び
合
い
、

ふ
る
さ
と
談
義
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。 

▲ふるさとの話題で親睦を深めた第45回
首都圏合川会総会・親睦会

ふるさとの話題で親睦を深める ●第45回首都圏合川会総会・親睦会

　
戦
後
の
混
乱
期
に
戦
災
孤
児
や
引
揚
者
の

援
護
活
動
に
尽
力
し
た
豊
村
政
吉
さ
ん（
82
歳

＝
宮
前
町
）が
自
費
出
版
し
た
自
分
史「
平
和

へ
の
祈
り
～
引
揚
者
援
護
と
戦
災
孤
児
の
記

録
」の
出
版
記
念
の
会
が
９
月
11
日
、中
央
公

民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
、発
起
人
代
表
の
長
岐
哲
行
さ
ん

が「
勤
務
先
を
退
職
し
て
ま
で
孤
児
や
引
揚
者

の
援
護
活
動
に
従
事
さ
れ
た
こ
と
に
深
く
敬

意
を
表
し
た
い
。出
版
を
機
に
、平
和
の
尊
さ
、

助
け
合
い
の
精
神
を
再
認
識
し
て
ほ
し
い
」な

ど
と
あ
い
さ
つ
。 

　
豊
村
さ
ん
は「
孤
児
が
最
も
多
く
焼
け
出
さ

れ
た
東
京
大
空
襲
か
ら
65
年
の
節
目
の
年
を

迎
え
執
筆
を
思
い
立
っ
た
。今
後
は
、今
回
書

き
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
ま
と
め
て
み
た
い
」

と
意
欲
を
示
し
て
い
ま
し
た
。 

▲自分史を出版し、記念の会であいさつす
る豊村政吉さん

「平和への祈り～引揚者援護と戦災孤児の記録」を出版 ●豊村政吉さん出版記念の会

▲津谷市長に全国大会の結果を報告

まさよし 
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ちいきの話題 ちいきの話題 ちいきの話題 

　
米
内
沢・菅
原
神
社
の
祭
典「
轟
山(

大
倉
凌・

執
行
団
長)

」が
８
月
24
日
、同
神
社
周
辺
で
行

わ
れ
、子
ど
も
た
ち
が
元
気
な
か
け
声
と
と
も

に
灯
篭
を
ひ
い
て
練
り
歩
き
ま
し
た
。 

　
轟
山
は
、地
区
内
の
中
学
３
年
生
が「
轟
山

執
行
団
」と
し
て
、灯
篭
の
製
作
か
ら
巡
行
ま

で
を
取
り
仕
切
り
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
、巡
行
に
先
立
ち
、団
員
た
ち
は

「
成
績
向
上
」「
高
校
合
格
」な
ど
と
、筆
で
大
書

し
た
決
意
を
神
社
の
前
に
掲
げ
、学
業
向
上
を

祈
願
し
て
お
守
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
あ
と
、地
区
内
か
ら
集
ま
っ
た
子
ど
も

た
ち
約
40
人
が
行
列
を
作
り「
学
業
向
上
」、「
交

通
安
全
」な
ど
と
大
書
し
た
高
さ
約
５
メ
ー
ト

ル
の
灯
篭
を
、「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
」

と
元
気
な
か
け
声
を
か
け
て
、お
囃
子
の
響
き

と
と
も
に
地
区
内
を
巡
行
し
ま
し
た
。 ▲地域の伝統行事を受け継ぐ轟山執行団

と地域の子どもたち

学業向上の大灯篭が練り歩く ●米内沢菅原神社の伝統行事「轟山」

　
米
内
沢
高
校（
佐
々
木
潤
子
校
長
）の
第
46

回
全
校
森
吉
清
掃
登
山
が
８
月
28
日
に
行
わ

れ
、生
徒
や
保
護
者
、Ｏ
Ｂ
ら
約
１
２
０
人
が

参
加
し
、清
掃
登
山
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

　
佐
々
木
校
長
が「
森
吉
山
は
、花
の
百
名
山

と
し
て
も
有
名
で
す
。山
が
き
れ
い
に
な
る
よ

う
に
清
掃
し
な
が
ら
、登
っ
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、米
内
沢
高
校
と
し
て
最
後
の
全
校
登
山
と

な
り
ま
す
。全
員
が
登
頂
で
き
る
よ
う
頑
張
り

ま
し
ょ
う
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。 

　
生
徒
た
ち
は
、設
け
ら
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
で
確
認
を
受
け
な
が
ら
お
互
い
に
声
を

掛
け
合
い
な
が
ら
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。山

頂
で
食
事
と
り
下
山
、終
点
の
こ
め
つ
が
山
荘

で
は
保
護
者
ら
が
豚
汁
を
作
っ
て
生
徒
た
ち

を
出
迎
え
ま
し
た
。美
味
し
い
豚
汁
に
す
っ
か

り
疲
れ
が
と
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

▲声を掛け合い、励まし合いながら山頂を
目指す生徒たち

最後の森吉清掃登山 ●第46回米内沢高校森吉清掃登山

やまやま

　
第
11
回
北
秋
田
市
長
杯
森
吉
山
ロ
ー
ラ
ー

ス
キ
ー
大
会
が
８
月
29
日
、阿
仁
地
区
の
市
道

荒
瀬
川
線
を
コ
ー
ス
に
行
わ
れ
、小
学
生
か
ら

高
校
生
ま
で
74
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
タ
イ

ム
を
競
い
ま
し
た
。 

　
開
会
式
で
、柴
田
栄
則
商
工
観
光
課
長
が「
夏

場
の
練
習
の
成
果
を
試
す
絶
好
の
機
会
で
も

あ
り
ま
す
が
、本
大
会
で
自
分
の
力
を
確
認
し
、

そ
し
て
冬
の
競
技
に
向
け
さ
ら
に
精
進
を
重

ね
て
ほ
し
い
」な
ど
と
選
手
を
激
励
し
ま
し
た
。 

　
コ
ー
ス
は
、市
道
荒
瀬
川
線
を
森
吉
山
阿
仁

ス
キ
ー
場
に
向
か
っ
て
、登
っ
て
行
く
厳
し
い

設
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
県
外
か
ら
の
39
人
を
含
め
、参
加
し
た
小
学

生
か
ら
高
校
生
の
選
手
た
ち
は
、沿
道
の
家
族

ら
か
ら
声
援
を
受
け
、残
暑
厳
し
い
暑
さ
の
中
、

ゴ
ー
ル
目
指
し
て
力
走
し
ま
し
た
。 

▲沿道の家族から声援を受けて、ゴールを
目指す選手たち

夏場の練習成果を試す ●第11回北秋田市長杯森吉山ローラースキー大会
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勇
壮
な
李
岱
駒
踊
り

　
名
調
子
に
合
わ
せ
た
熊
野
神
社
餅
つ
き
踊
り

ね
こ
じ
ゃ 

　
第
５
回
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会
が
８
月
29
日
、市
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
、市
内
外
か
ら
詰
め
掛
け
た
約
２
０
０
人

の
観
衆
が
郷
土
色
豊
か
な
芸
能
の
数
々
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
市
内
に
は
、個
性
豊
か
な
郷
土
芸
能
が
数
多
く
伝
承
さ
れ

て
い
ま
す
。し
か
し
、殆
ど
が
地
区
の
祭
典
や
お
盆
の
時
期
、

集
落
内
で
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、ほ
か
の
地
区
の
市

民
が
目
に
す
る
機
会
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
登
場
し
た
の
は
、「
李
岱
駒
踊
り
」。口
伝

に
よ
れ
ば
３
０
０
年
以
上
遡
る
と
い
う
。佐
竹
公
の
秋
田
転

封
の
際
に
踊
っ
た
と
い
う
道
地
サ
サ
ラ
を
習
得
し
て
始
め
ら

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
毎
年
８
月
13
日
に
、集
落
内
６
カ
所
以
上
で
講
演
し
て
い

ま
す
。今
回
は
囃
子
に
合
わ
せ
て
、灯
篭
、長
刀
、棒
、奴
が
入

場
し
、奴
踊
り
の
態
勢
が
で
き
る
こ
ろ
に
駒
が
入
場
す
る「
ぶ

っ
こ
み
」と「
奴
踊
り
」「
駒
踊
り
」が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。 

　
２
番
目
に
登
場
し
た
の
は
、「
熊
野
神
社
餅
搗
き
踊
り
」。米

内
沢
新
町
に
４
０
０
年
ほ
ど
前
か
ら
伝
え
ら
れ
、当
時
は
未

婚
の
男
性
た
ち
の
娯
楽
と
し
て
自
然
に
歌
い
だ
さ
れ
、赤
い

衣
裳
に
黄
色
の
た
す
き
を
掛
け
で
女
装
し
て
踊
ら
れ
ま
し
た
。 

　
現
在
は
、同
神
社
の
例
祭
前
夜
祭
に
あ
た
る
８
月
29
日
に

社
前
で
奉
納
さ
れ
て
お
り
、無
病
息
災
な
ど
の
祈
願
し
た
踊

り
と
し
て
、受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。今
回
は「
餅
搗
き
踊
り
」

の
ほ
か「
メ
ラ
シ
踊
り
」や「
猫
竜
」な
ど
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。     

　
３
番
目
に
登
場
し
た
の
は
、県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る「
阿
仁
前
田
獅
子
踊
り
」。佐
竹
公
の
秋
田

転
封
の
際
に
、家
臣
た
ち
が
長
い
旅
路
の
慰
め
行
事
と
し
て
、

藩
主
に
見
せ
た
芸
能
が
発
端
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。徳
川

中
期
に
当
地
に
伝
え
ら
れ
、以
来
若
勢
た
ち
に
よ
り
義
務
的

に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。踊
り
の
内
容
は
、行
列
、獅
子
、駒
踊

り
、棒
使
い
、万
才
、神
楽
で
こ
れ
ら
の
芸
を
総
称
し
て
阿
仁

前
田
獅
子
踊
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
毎
年
８
月
13
日
に
集
落
内
３
カ
所
で
披
露
し
ま
す
。今
回

は「
行
列
」や「
駒
踊
り
」「
奴
踊
り
」な
ど
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。 

　
最
後
を
飾
っ
た
の
は
、国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る「
根
子
番
楽
」。集
落
に
伝
わ
る
一
説
に
は
、源
氏

の
遺
臣
か
平
家
の
落
人
た
ち
が
根
子
の
村
に
移
り
住
ん
で
番

楽
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
伝
え
ら
れ
、特
に
歌
詞
の
内

容
が
文
学
的
に
優
れ
て
い
る
こ
と
、舞
の
形
式
が
能
楽
の
先

駆
を
成
す
幸
若
舞
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
賞
賛
さ
れ
て

い
ま
す
。か
つ
て
は
、20
演
目
が
上
演
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
９
演
目
が
継
承
さ
れ
て
お
り
、毎
年
８
月
14
日
に
集

落
内
で
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
。今
回
は
、

「
露
払
い
」「
翁
舞
」

「
鞍
馬
」が
上
演
さ

れ
ま
し
た
。 

　
観
衆
は
、勇
壮

で
優
雅
な
郷
土
色

豊
か
な
各
地
区
の

芸
能
の
数
々
を
た

っ
ぷ
り
と
堪
能
し

て
い
ま
し
た
。 

 

迫
力
あ
る
大
名
行
列
、
阿
仁
前
田
獅
子
踊
り

　
絢
爛
に
舞
う
根
子
番
楽

こ
う
わ
か
ま
い 

阿仁前田獅子踊り

熊野神社餅つき踊り

李岱駒踊り

根子番楽

伝
統
の
歴
史
絵
巻
を
堪
能

伝
統
の
歴
史
絵
巻
を
堪
能

伝
統
の
歴
史
絵
巻
を
堪
能

第
５
回
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会 
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開催まであと２９日 

第１３３回秋田県種苗交換会 第１３３回秋田県種苗交換会 

（10月１日現在） 開催まであと２９日 

出入口 出入口

出入口 出入口

～北秋の大地に集え“ 農”の夢～～北秋の大地に集え“ 農”の夢～

　いよいよ、種苗交換会まで１か月を切りました。キャッチフレーズが決定し、ポスター
も県内各所に掲示され、開催の機運も高まってきました。期間中は、多彩なイベントや農
工商フェア、展示即売会が開かれます。今回は、鷹巣体育館駐車場で開催される農業関連
参考展示の大型特設テント内の出展計画をお知らせします。

鷹巣体育館駐車場
大型特設テント内配置図

①
最
新
の
オ
ー
ル
電
化
！
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
で
エ
コ
ラ
イ
フ
　
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を

中
心
と
し
た
電
化
シ
ス
テ
ム
の
展
示
、Ｐ

Ｒ ②
浄
化
槽
Ｐ
Ｒ
　
浄
化
槽
カ
ッ
ト
サ
ン

プ
ル
、パ
ネ
ル
等
の
展
示
及
び
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
配
布 

③
１
ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
行
政
な
ん
で
も
相
談
所 

　
行
政
相
談
の
受
付
、行
政
相
談
パ
ネ
ル

等
の
展
示
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布 

④
あ
き
た
元
気
ム
ラ
物
産
市
　
県
内
の

集
落（
元
気
ム
ラ
）の
農
産
加
工
品
等
の

物
産
販
売
、秋
田
県
高
齢
化
等
集
落
対
策

協
議
会
の
活
動
Ｐ
Ｒ 

⑤
秋
田
県
歯
科
技
工
士
会
歯
科
技
工
フ

ェ
ア
ー
　
歯
科
補
綴
物
の
模
型
展
示
、歯

科
技
工
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
、来
場
者

の
手
形
採
取 

⑥
第
20
回
秋
田
県
高
等
学
校
産
業
教
育

フ
ェ
ア
　
専
門
学
科
で
学
ぶ
県
北
６
高

校
に
よ
る
学
習
成
果
の
発
表（
展
示
・
体

験
・
紹
介
等
）及
び
県
内
農
水
高
校
に
よ

る
農
水
産
物
の
販
売 

⑦
農
業
者
の
た
め
の
経
営
支
援
パ
ネ
ル

展
　
パ
ネ
ル
展
示
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、パ

ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
、図
書
の
見
本
展
示 

⑧
農
業
生
産
法
人
の
何
で
も
相
談
窓
口 

　
新
規
就
農
相
談
窓
口
・
農
外
企
業
の
農

業
参
入
相
談
窓
口 

⑨
東
北
農
政
局
　
秋
田
農
政
事
務
所
展 

　
農
林
水
産
施
策
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展

示
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
、相
談
受
付 

⑩
食
と
農
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア 

　
農
業
書
、食
育
関
連
書
籍
、雑
記
の
展

示
販
売
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映 

⑪
粉
末
キ
ク
イ
モ
　
粉
末
キ
ク
イ
モ
、ヘ

チ
マ
加
工
品
の
販
売 

⑫「
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
」展
示
会

　
全
国
の「
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
」

の
取
り
組
み
等
の
展
示 

⑬
火
災
警
報
器
設
置
推
進
Ｐ
Ｒ
　
住
宅

用
火
災
警
報
器
設
置
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
、パ

ネ
ル
展
示
等 

⑭
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

　
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
等
の
展
示
、臓
器
提

供
意
思
表
示
カ
ー
ド
等
の
配
布 

⑮
森
林
林
業
展
　
森
林
林
業
木
材
産
業

に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
・
木
工
教
室 

⑯
安
心
を
暮
ら
し
に
　
プ
ラ
ズ
マ
ク
ラ

ス
タ
ー
イ
オ
ン
発
生
器
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
複

層
ガ
ラ
ス
等
の
展
示
、Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
食

材
の
案
内
チ
ラ
シ
の
配
布
等 

⑰
Ｎ
ツ
ア
ー・Ｊ
Ａ
旅
行
セ
ン
タ
ー 

　「
地
産
地
消
」Ｎ
ツ
ア
ー
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
活
動
の
紹
介
と
Ｐ
Ｒ
及
び
Ｊ
Ａ

旅
行
セ
ン
タ
ー
事
業
Ｐ
Ｒ 

⑱
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
農
業
金
融
セ
ン
タ
ー
と

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
社
会
貢
献
活
動
　
Ｊ
Ａ

バ
ン
ク
が
実
施
し
て
い
る
社
会
貢
献
事

業
の
紹
介 

⑲
秋
田
県
立
技
術
専
門
校
　
各
科
紹
介

パ
ネ
ル
、入
校
ガ
イ
ダ
ン
ス
等 

⑳
有
機
堆
肥
展
示
即
売
　
有
機
堆
肥
の

展
示
、販
売 

　
秋
田
内
陸
線
　
内
陸
線
グ
ッ
ズ
等
の

販
売
、
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
の
配
布 

　
秋
田
県
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

～
お
か
え
り
な
さ
い
～
　
県
内
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
等
パ
ネ

ル
展
示
、
映
像
や
チ
ラ
シ
に
よ
る
Ｐ
Ｒ 

　
Ｊ
Ａ
共
済
ア
ン
パ
ン
マ
ン
祭
り
・
交

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
展
　
輪
な
げ
等
の
ゲ
ー

ム
、
ポ
ス
タ
ー
展
示 

　
農
業
農
村
整
備
フ
ェ
ア
　
農
業
農
村

整
備
事
業
に
関
す
る
パ
ネ
ル
、
模
型
等

の
展
示
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
お
よ
び
土
地

改
良
相
談
窓
口
の
開
設 

　
ミ
ル
ク
フ
ェ
ア
　
牛
乳
・
乳
製
品
の

試
飲
、
試
食
、
骨
密
度
測
定 

　
め
ぐ
み
さ
ん
達
を
取
り
返
せ
！
今
す

ぐ
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
　
拉
致
問
題

解
決
の
た
め
の
写
真
パ
ネ
ル
展
示
・
署

名
・
募
金
活
動 

農業関連参考展示には26団体が出展

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

⑫

⑪

 開催期間
10月30日（土）～
　11月５日（金）
までの７日間
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１．上水道、簡易水道の整備　･･･　43.7％
２．下水道等の整備　･････････　38.1％
３．消防体制の充実　･････････　35.2％
４．交通安全の推進　･････････　35.2％
５．救急体制の充実　･････････　34.8％
※満足・やや満足の合計値

１．企業誘致・雇用の確保　･･　 61.2％
２．保健・医療の充実　･･････　44.9％
３．新産業の振興　･･････････　41.0％
４．商業の振興　････････････　40 .6％
５．工業の振興　････････････　38 .6％
※不満・やや不満の合計値

満足度の高い５分野不満との回答が多い５分野

　
市
で
は
、
７
月
に
市
民
１
０
０
０
人
を
対

象
に
「
市
民
意
識
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
、
市
民
の
皆
様
が
日
常
生
活
の
中

で
感
じ
て
お
ら
れ
る
市
へ
の
思
い
、
ご
意
見

や
ご
希
望
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
今
後
の

市
政
運
営
へ
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
行

っ
た
も
の
で
す
。
 

　
20
歳
以
上
の
市
民
の
中
か
ら
無
作
為
に
抽

出
し
た
１
０
０
０
人
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

依
頼
し
、
う
ち
４
４
６
人
の
方
か
ら
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
回
答
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
内
容
を
検
証

中
で
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
の
う

ち
、
住
み
よ
さ
と
、
市
政
各
分
野
へ
の
満
足

度
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

    　
市
の
住
み
よ
さ
、
住
み
続
け
た
い
と
思
う

か
の
問
い
に
は
、
多
く
の
方
が
住
み
よ
い
、

住
み
続
け
た
い
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
市
政
に
関
す
る
37
分
野
に
対
し
て

の
満
足
度
に
つ
い
て
は
、
満
足
・
や
や
満
足

と
の
回
答
よ
り
、
不
満
・
や
や
不
満
と
の
回

答
が
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
今
後
も
、
分
析
結
果
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
皆
様
に
公
表
し
て
い
く
と
と
も

に
、
市
政
運
営
に
反
映
し
、
市
民
の
皆
様
に

住
み
よ
い
、
住
み
続
け
た
い
、
満
足
で
あ
る

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
 

 

北秋田市の住み良さは

これからも今の場所に 
住み続けたいと思いますか

７
月
に
実
施

　
４
４
６
人
か
ら
回
答

住
み
よ
く
、住
み
続
け
た
い

　
し
か
し
不
満
も・・・

市政全般の満足度
（アンケート項目37分野の平均）

北
秋
田
市
民
意
識
調
査 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

住みよい
12.3%

まあ住みよい
37.7%

今の場所に住み
続けたい
65.0%

住みにくい
10.1%

無回答0.4%

どちらとも
いえない
26.0%

やや
住みにくい
13.5%

市内で良い
所があれば
移りたい
7.2%

市外へ
移りたい
8.7%

わからない・
無回答
19.1%

満足・
やや満足
18.5%

どちらとも
いえない
28.8%不満・

やや不満
20.9%

わからない・
無回答
31.8%
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平
成
22
年
度
の
敬
老
式
が
、９
月
７
日
に
阿

仁
地
区
を
皮
切
り
に
市
内
各
地
域
や
施
設
で
開

催
さ
れ
、参
加
者
が
お
互
い
の
健
康
を
祝
い
な

が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

　
今
年
敬
老
式
の
対
象
に
な
っ
た
75
歳
以
上
の

方
は
市
全
体
で
７
９
９
９
人
、白
寿（
99
歳
）の

方
が
13
人
、米
寿（
88
歳
）の
方
が
２
２
３
人
、新

た
に
敬
老
者
と
な
ら
れ
た
方
が
６
４
３
人
で
す
。 

　
ま
た
、市
内
の
最
高
齢
者
は
阿
仁
地
区
の
女

性
で
１
０
６
歳
、男
性
で
は
合
川
地
区
の
１
０

０
歳
と
な
り
ま
す
。 

　
阿
仁
地
区
の
敬
老
式
で
は
、津
谷
市
長
が「
今

日
の
北
秋
田
市
、阿
仁
地
域
が
あ
る
の
も
激
動

の
時
代
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
、長
年
に
わ
た

る
ご
労
苦
を
重
ね
た
み
な
さ
ん
の
ご
尽
力
に
よ

る
も
の
で
多
大
な
る
功
績
に
対
し
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。地
域
の
み
な
さ
ん
の
あ
た

た
か
な
心
の
つ
な
が
り
が
阿
仁
で
暮
ら
す
方
々

の
励
み
に
な
り
、生
活
し
て
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。住
み
慣
れ
た
ふ
る
さ
と
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
。み
な
さ
ん
が
築
き

上
げ
て
き
た
北
秋
田
市
、市
民
が
主
役
で
力
強

さ
と
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
希
望
の
街
と
な
る
よ
う

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」な
ど
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、阿
仁
合
小
学
校
６
年
の
米
澤
柊
真

さ
ん
が
敬
老
作
文
を
朗
読
。「
阿
仁
の
一
番
の
誇

り
は
、優
し
く
て
頼
も
し
く
て
、笑
顔
が
素
敵
で
、

素
晴
ら
し
い
歴
史
と
伝
統
を
作
っ
て
く
れ
た
、

お
じ
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
で
す
。阿
仁
の
こ
と

を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
そ
の
気
持
ち
が
強
く
な
り

ま
す
。ぜ
ひ
、お
体
に
気
を
つ
け
て
、い
つ
ま
で

も
僕
た
ち
の
自
慢
の
お
じ
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん

で
い
て
く
だ
さ
い
。、そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、こ

の
ふ
る
さ
と
阿
仁
で
一
緒
に
過
ご
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」な
ど
と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。 

　
参
加
者
を
代
表
し
て
魚
住
隆
志
さ
ん（
荒
瀬
）

が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ「
元
気
な
老
後
を
送
る

た
め
に
も
健
康
管
理
に
は
薬
だ
け
に
頼
ら
ず
体

を
養
生
す
る
こ
と
が
大
切
。本
日
出
席
の
先
輩

の
み
な
さ
ん
と
来
年
も
再
来
年
も
元
気
で
敬
老

式
に
参
加
し
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
、

体
力
の
衰
え
を
気
力
で
カ
バ
ー
し
な
が
ら
生
き

て
い
き
た
い
」な
ど
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
各
地
区
の
式
典
で
は
、新
た
に
敬
老
を
迎
え

ら
れ
た
方
、白
寿
・
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。　 

　
ま
た
、祝
宴
で
は
、婦
人
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

趣
向
を
凝
ら
し
た
祝
芸
や
保
育
園
児
に
よ
る
遊

戯
な
ど
が
披
露
さ
れ
、参
加
者
の
皆
さ
ん
は
盛

ん
に
拍
手
を
送
っ
た
り
、お
酒
を
酌
み
交
わ
し

な
が
ら
近
況
を
語
り
合
う
な
ど
し
て
記
念
と
な

る
一
日
を
楽
し
み
、健
康
と
長
寿
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。 

健
康
で
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で 
健
康
で
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で 
健
康
で
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で 
敬
　
老 
敬
　
老 
敬
　
老 

▲　森吉地区（森吉総合スポーツセンター）

▲　鷹巣地区（中央公民館）

▲　阿仁地区（阿仁体育館）

▲　合川地区（合川体育館）

祝 

北
秋
田
市
敬
老
式 

北
秋
田
市
敬
老
式 
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▲
 

消
火
器
訓
練

▲　水難救助訓（米代川河川敷）

▼

県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー「
な
ま
は
げ
」に
よ
る
救
助
訓
練

　
こ
の
訓
練
は
、北
秋
田
市
防
災
訓
練
計
画
に
基

づ
き
、大
規
模
地
震
に
よ
る
災
害
等
の
発
生
を
想

定
し
、各
防
災
関
係
機
関
の
緊
密
な
連
携
、協
力

の
も
と
に
実
践
的
な
総
合
訓
練
を
行
い
、市
民
と

防
災
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
連
絡
、協
調
体

制
を
確
立
し
、迅
速
・
的
確
な
応
急
活
動
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、広
く
市
民
に
防
災
思
想
の
普
及・

啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た

も
の
で
す
。 

　
訓
練
は
、森
吉
山
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
６
・
９
の
地
震
が
発
生
し
、鷹
巣
地
区
で
は
最

大
震
度
６
強
を
記
録
、余
震
が
頻
発
し
、火
災
発

生
や
家
屋
の
損
壊
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
、土

砂
崩
れ
な
ど
甚
大
な
災
害
が
発
生
。市
は
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
、被
害
情
報
等
の
収
集
に
あ
た

り
、他
市
町
村
か
ら
応
援
が
期
待
で
き
な
い
中
で

の
消
火
活
動
や
人
命
救
助
の
活
動
を
実
施
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
水
難
救
助
訓
練
は
、米
代
川
河
川
敷
で
行
わ
れ
、

鷹
巣
橋
か
ら
米
代
川
に
車
が
転
落
し
、救
助
が
必

要
と
想
定
。１
名
は
救
命
索
発
射
銃
で
ロ
ー
プ
を

投
入
し
救
助
、も
う
１
名
は
ボ
ー
ト
及
び
水
中
捜

索
に
よ
り
救
助
を
行
い
ま
し
た
。  

　
ま
た
、米
代
児
童
公
園
か
ら
鷹
巣
駅
前
通
り
で

は
、消
防
自
動
車
が
出
動
し
、各
消
防
団
に
よ
る

火
災
防
御
訓
練
、市
民
が
参
加
し
た
市
民
バ
ケ
ツ

リ
レ
ー
で
初
期
消
火
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。市

中
央
公
民
館
で
は
、２
階
か
ら
怪
我
を
し
た
人
を

担
架
に
乗
せ
た
ま
ま
地
上
に
下
ろ
す
訓
練
や
屋

上
に
取
り
残
さ
れ
た
人
を
は
し
ご
車
で
下
ろ
す

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。交
流
セ
ン
タ
ー
前
で
は
、

日
赤
奉
仕
団
、婦
人
消
防
隊
の
炊
き
出
し
訓
練
や

消
火
器
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
閉
会
式
で
統
監
を
務
め
た
津
谷
市
長
は
、「
災
害

の
際
に
大
切
な
こ
と
は
、自
助
、共
助
、公
助
で
あ

る
と
思
う
。災
害
の
初
動
段
階
で
は
、自
ら
の
身
は

自
分
で
守
る
と
い
う
自
助
、地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
体
制
と
い
う
共
助
の
精
神
が
非
常
に
重
要
で
す
。

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
と
い
う
が
、

こ
の
よ
う
な
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
が
高
ま
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
大
館
北
秋
田
支
部
総
合
防
災
訓
練
が
９
月
５
日
、鷹

巣
地
区
及
び
そ
の
一
円
で
開
か
れ
、消
防
団
員
や
市
民

ら
約
２
０
０
人
が
参
加
し
、消
火
活
動
や
人
命
救
助
な

ど
の
訓
練
が
本
番
さ
な
が
ら
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

▲　消防団の連携による火災防御訓練▲　バケツリレーによる初期消火

大
規
模
災
害
に
備
え
迅
速
に
連
携 

大
規
模
災
害
に
備
え
迅
速
に
連
携 

大
規
模
災
害
に
備
え
迅
速
に
連
携 



第
６
回
北
秋
田
市
発
明
工
夫
展 

　
第
５
回
北
秋
田
市
発
明
工
夫
展
の
表
彰
式
が
９
月
12
日
、
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
や
創
造
力
あ
ふ
れ
る
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
表

彰
式
で
は
、
入
賞
し
た
子
ど
も
た
ち
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

市
内
８
小
学
校
か
ら

　
　
　
66
点
の
作
品
が
出
展

リ
サ
イ
ク
ル
や
エ
コ
ロ
ジ
ー
な
ど

　
環
境
に
配
慮
し
た
作
品
も

　
発
明
工
夫
展
は
、
子
ど
も
た
ち
の
観
察
力
・

創
造
力
な
ど
科
学
す
る
目
を
養
う
た
め
、
市
内

各
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
夏
休
み
に
製
作
し

た
ア
イ
デ
ア
作
品
、
便
利
な
作
品
を
募
集
し
開

催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
８
校
か
ら
66
点

の
応
募
が
あ
り
、
26
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。 

　
入
賞
は
、
市
長
賞
・
教
育
委
員
長
賞
・
議
長

賞
・
教
育
長
賞
・
審
査
委
員
長
賞
の
特
別
賞
（
各

１
名
）
と
金
賞
（
７
名
）
・
銀
賞
（
14
名
）
で

す
。 

　
表
彰
式
で
杉
渕
敬
輝
教
育
次
長
は
「
作
品
の

一
つ
ひ
と
つ
に
、
工
夫
し
た
と
こ
ろ
や
両
親
と

相
談
し
て
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
な
ど
完
成
ま
で

苦
労
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
積
み

重
ね
が
、
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
作
品
を
つ
く
る

こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
。
こ
れ
か
ら
も
、
新
た

し
い
こ
と
に
積
極
的
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
と
あ
い
さ
つ
。 

　
入
賞
作
品
は
、
掃
除
や
空
き
缶
の
プ
ル
タ
プ

回
収
に
便
利
な
エ
コ
ロ
ジ
ー
溢
れ
る
作
品
や
、

歯
ブ
ラ
シ
な
ど
身
の
回
り
に
あ
る
素
材
を
再
利

用
し
た
り
、
創
意
工
夫
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の

ば
か
り
。
寺
田
博
明
審
査
委
員
長
（
合
川
南
小

校
長
）
は
「
審
査
員
５
人
が
、
実
際
に
手
に
触

れ
て
動
か
し
て
み
た
り
、
音
を
確
か
め
た
り
な

ど
し
な
が
ら
審
査
し
ま
し
た
。
審
査
に
は
、
ア

イ
デ
ィ
ア
や
工
夫
が
見
ら
れ
る
か
、
子
ど
も
ら

し
い
発
想
や
想
い
が
感
じ
ら
れ
る
か
を
重
視
し

て
行
い
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
作
品
が
多
く
、

審
査
に
苦
労
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
毎
日

の
暮
ら
し
の
中
や
学
校
で
の
学
習
の
中
か
ら
工

夫
で
き
る
材
料
や
ネ
タ
を
探
し
て
、
来
年
度
は

さ
ら
に
多
く
の
作
品
が
出
品
さ
れ
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」
な
ど
と
講
評
し
ま
し
た
。 

　
市
長
賞
の
ほ
か
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

特
別
賞
に
つ
い
て
は
講
評
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

新
し
い
発
想
で
生
活
を
便
利
に

新
し
い
発
想
で
生
活
を
便
利
に

新
し
い
発
想
で
生
活
を
便
利
に

新
し
い
発
想
で
生
活
を
便
利
に
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◆
市
長
賞 

鈴
木 

開
登
さ
ん
（
合
川
西
小
５
年
）

　
「
エ
コ
エ
コ
は
っ
ぱ
」

す
ず
き  

か
い
と

◆
議
長
賞 

安
井 

陽
菜
さ
ん
（
鷹
巣
中
央
小
３
年
）

　
「
こ
ろ
こ
ろ
そ
う
じ
き
」

や 

す 

い     

ひ   

な

◆
教
育
委
員
長
賞 

三
沢 

晟
史
さ
ん
（
綴
子
小
６
年
）

　
「
コ
ロ
コ
ロ
貯
金
箱
」

　
た
く
さ
ん
出
品
さ
れ
た
貯
金
箱
の
中
で
も
、
ユ
ニ
ー

ク
な
ア
イ
デ
ィ
ア
と
子
ど
も
ら
し
い
発
想
が
審
査
員
に

好
評
だ
っ
た
作
品
で
す
。
コ
イ

ン
１
個
で
は
た
ま
ら
な
い
し
か

け
が
あ
り
、
つ
い
２
個
・
３
個

と
知
ら
な
い
う
ち
に
た
く
さ
ん

貯
金
で
き
る
工
夫
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
コ
イ
ン
が
落
ち
る
時
に

鳴
る
音
も
、
ま
た
聞
き
た
く
て

お
金
を
入
れ
た
く
な
り
ま
す
。 

 

み
さ
わ  

ま
さ
ち
か

◆
教
育
長
賞 

伊
藤 

明
莉
さ
ん
（
鷹
巣
東
小
１
年
）

　
「
テ
ッ
シ
ュ
販
売
機
」

　
毎
日
使
う
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
整
理
は
な
か
な
か
大
変
で
す
。
そ

れ
を
手
助
け
し
て
く
れ
る
家
族
に
と
っ
て
便
利
な
作
品
で
す
。

カ
ー
ド
を
入
れ
る
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
出
て
く
る
と
い
う
１
年
生

ら
し
い
発
想
が
よ
く
出
て
い
ま
す
。
カ
ー
ド
の
厚
さ
や
テ
ィ
ッ

シ
ュ
の
お
い
て
あ
る
ゆ

る
い
斜
面
が
工
夫
さ
れ

て
い
て
、
カ
ー
ド
に
押

さ
れ
て
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が

落
ち
て
く
る
よ
う
に
作

ら
れ
て
お
り
、
感
心
し

ま
し
た
。 

 

い
と
う    

あ
か
り

◆
審
査
委
員
長
賞 

佐
藤 
宏
樹
さ
ん
（
綴
子
小
５
年
）

　
「
ス
テ
ィ
ッ
チ
お
そ
う
じ
カ
ー
」

　
ゴ
ム
の
力
で
車
を
前
進
さ
せ
、
そ
の
動
き
を
利
用
し
て

ブ
ラ
シ
を
回
転
さ
せ
て
床
の
ゴ
ミ
か
き
集
め
、
さ
ら
に
舌

で
ゴ
ミ
を
キ
ャ
ッ
チ
で

き
る
ア
イ
デ
ィ
ア
あ
ふ

れ
る
作
品
で
す
。
い
ろ

い
ろ
な
装
備
が
つ
い
て

重
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
た

め
、
タ
イ
ヤ
に
ゴ
ム
を

つ
け
て
グ
リ
ッ
プ
を
よ

く
し
た
り
、
動
力
の
ゴ

ム
の
数
を
増
や
す
な
ど

の
工
夫
が
み
ら
れ
ま
す
。 

 

さ
と
う    
ひ
ろ
き

◆金賞（７点）

岩谷駿一郎（綴子小２年）／岩本真菜香（鷹巣南小
２年）／長岐光瑠（鷹巣南小２年）／照内雄貴（鷹
巣東小３年）／木村賢太郎（合川北小４年）／大川
円香（綴子小６年）／立石優慎（鷹巣南小６年） 

◆銀賞（14点）
木村優花（米内沢小１年）／西根維吹（鷹巣小２
年）／布田茉穂（鷹巣南小２年）／辻永純大（合川
北小２年）／松岡虎之介（合川西小２年）／長谷
川萌（鷹巣小３年）／萩野さくら（鷹巣小３年）／
三上美里（鷹巣南小３年）／麻生春樹（米内沢小
３年）／亀山杏樹（鷹巣東小４年）／佐藤開陸（鷹
巣南小４年）／佐藤東（鷹巣中央小５年）／瀬川
森詩（鷹巣小６年）／千葉慧秀（鷹巣南小６年） 

しゅんいちろう ま  な  か

ひかる ゆうき

けんたろう

まどか ゆうしん

ゆ  か いぶき

ま  お じゅんた

とらのすけ

もえ

みさと はるき

あんな かいり

もりか

あずま

けいしゅう

　
プ
ル
タ
ブ
を
忘
れ
ず
集
め
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
強

く
意
識
さ
せ
る
作
品
で
す
。
ど
の
く
ら
い
集
ま
っ
た
か

一
目
で
わ
か
る
点
や
、
く
ぎ
や
が
画
び
ょ
う
で
は
な
く

ク
リ
ッ
プ
を
使
っ
て
安
全
に
集
め
ら
れ
る
点
が
工
夫
さ

れ
て
い
ま
す
。
50
個
集
め
る
と
「
エ
コ
」
の
文
字
が
プ

ル
タ
ブ
で
浮
か
び

上
が
る
よ
う
に
し

た
と
こ
ろ
が
す
ば

ら
し
い
ア
イ
デ
ィ

ア
で
す
。
全
体
を

緑
の
葉
に
デ
ザ
イ

ン
し
た
と
こ
ろ
も

自
然
へ
の
優
し
さ

を
感
じ
さ
せ
ま

す
。 

 

　
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
材
料
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
、
こ
ん
な

の
が
あ
れ
ば
便
利
で
い
い
の
に
な
ぁ
と
い
う
思
い
が
よ
く
あ
ら

わ
れ
て
い
る
作
品
で

す
。
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス

だ
け
で
は
な
く
、
食

事
の
テ
ー
ブ
ル
や
い

す
、
学
校
の
机
や
い

す
に
も
使
え
そ
う
で

す
。
少
な
い
材
料
で

す
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を

う
ま
く
生
か
し
た
、

実
用
性
・
発
展
性
の

あ
る
作
品
で
す
。 
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学びの広場 

ふ
る
さ
と
の
文
化
財 

ふ
る
さ
と
の
文
化
財 

ふ
る
さ
と
の
文
化
財 

3 2
 

　
首
切
り
塚（
五
義
民
碑
）は
、国
道
７
号
線

沿
い
坊
沢
地
区
西
端
方
の
桜
木
岱
に
あ
る
。 

　
享
保
９（
１
７
２
４
）年
、数
回
に
わ
た

る
大
洪
水（
水
害
）と
飢
饉
が
続
き
、疲
れ

切
っ
て
い
た
村
人
た
ち
に
、「
村
入
り
用

額（
税
金
）の
増
額
問
題
が
持
ち
上
が
り
、

肝
煎
と
の
間
に
対
立
が
生
ま
れ
た
。そ
の

費
用
は
、破
損
し
た
坊
沢
堰
を
作
り
直
す

た
め
で
あ
り
、長
百
姓（
村
会
議
員
）た
ち

も
悩
み
、協
議
の
結
果
、村
人
の
代
表
21

名
を
秋
田
久
保
田
城
に
送
り
援
助
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。し
か
し
、こ

の
嘆
願
は
実
現
せ
ず
、困
り
果
て
た
村
人

を
代
表
し
て
戸
島
与
市
右
衛
門
、同
吉
兵

衛
、同
権
助
、成
田
喜
左
衛
門
、同
喜
兵
衛

の
５
人
は
、当
時
禁
止
さ
れ
て
い
た
直
訴

を
図
っ
た
が
失
敗
し
て
捕
ら
え
ら
れ
、牢

に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。そ
し
て
、

享
保
10（
１
７
２
５
）年
11
月
６
日
、桜
木

岱
で
処
刑
さ
れ
た
。（
16
名
は
村
を
追
放

と
な
っ
た
） 

　
処
刑
２
年
後
の
享
保
12
年
５
月
、村
人

は
５
人
の
霊
を
弔
う
た
め「
五
義
民
」と

し
て
称
え
、戸
嶋
三
郎
兵
衛
が
永
安
寺
の

墓
地
に「
五
義
民
地
蔵
」を
建
立
し
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。 

　
五
義
民
に
関
し
て
は
、い
ろ
い
ろ
な
逸

話
や
多
く
の
伝
承
や
言
い
伝
え
が
あ
り
、

大
切
に
扱
い
た
い
も
の
だ
。故
松
橋
栄
信

氏
、故
秩
父
威
仙
氏
は
じ
め
多
く
の
方
が

研
究
さ
れ
発
表
し
て
い
る
の
で
一
読
さ

れ
た
い
。 

▽
昭
和
53
年
２
月
１
日
指
定 

▽
資
料
／「
鷹
巣
町
の
文
化
財
」、「
鷹
巣

町
史
」、説
明
板
、文
化
財
調
査
員
資
料
、

「
北
鹿
は
宝
箱
」、ほ
か 

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
　
照
内
捷
二 

北
秋
田
市
指
定
記
念
物
（
史
跡
） 

○
「
首
切
り
塚
」 

▲五義民地蔵

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　
　
～
キ
ッ
チ
ン
か
ら
エ
コ
を
～

◇
所
在
地
・
坊
沢
字
深
沢

◇
所
有
者
・
戸
嶋
儀
一

北
秋
田
市
指
定
文
化
財
板
状
土
偶

○
「
五
義
民
地
蔵
」 

◇
所
在
地
・
坊
沢
永
安
寺
境
内

◇
所
有
者
・
永
安
寺
住
職
藤
原
興
道

も
り
よ
し
文
化
交
流
会

　
　
　
～
作
品
・
出
演
募
集
～

▲五義民首切塚

森
吉
公
民
館
講
座
募
集 

◎
申
込
み
・
問
合
せ

　
　
森
吉
公
民
館

72-

３
２
５
９ 

阿
仁
地
区
文
化
交
流
の
つ
ど
い 

◎
申
込
み
・
問
合
せ

　
　
阿
仁
公
民
館

82-

２
２
２
０ 

世
界
遺
産
│
縄
文
ル
ネ
サ
ン
ス
│
事
業 

日
　
時
　
10
月
５
日（
火
） 

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時 

場
　
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

講
　
師
　
田
村
弘
子
さ
ん 

内
　
容
　
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
意
識
し
た
料
理

　
　
　
　
作
り 

定
　
員
　
20
人 

持
ち
物
　
三
角
巾
・
筆
記
用
具 

材
料
費
　
１
０
０
０
円
程
度 

  

展
示
部
門
　
11
月
28
日（
日
）～
12
月
末 

演
示
部
門
　
11
月
28
日（
日
）10
時
～
15
時 

対
　
　
象
　
森
吉
地
区
を
拠
点
に
活
動
し

　
　
　
　
　
て
い
る
個
人 

作
　
　
品
　
手
芸
や
絵
画
、工
芸
品
な
ど
ご

　
　
　
　
　
自
身
の
作
品
１
点 

ス
テ
ー
ジ
　
10
分
～
15
分
程
度
の
発
表 

申
込
期
限
　
10
月
22
日（
金
） 

    

　「
文
化
の
つ
な
が
り
を
ち
か
ら
に
」を
テ
ー

マ
に
文
化
交
流
の
つ
ど
い
を
開
催
い
た
し

ま
す
。 

　
多
数
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 

日
　
時
　
11
月
14
日（
日
） 

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時 

場
　
所
　
阿
仁
公
民
館 

内
　
容
　
作
品
展
示
、演
示
、食
堂
、バ
ザ
ー 

    

　
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す「
北
海
道
・
北

東
北
を
中
心
と
し
た
縄
文
遺
跡
群
」の
魅
力

を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、展

示
会
を
開
催
し
ま
す
。た
く
さ
ん
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

期
　
日
　
10
月
20
日（
水
）～
11
月
10
日（
水
） 

場
　
所
　
北
秋
田
市
文
化
会
館
特
別
展
示
室 

内
　
容
　
県
内
の
縄
文
遺
跡
か
ら
出
土
し

　
　
　
　
た
土
偶
を
展
示
し
ま
す 

主
　
催
　
秋
田
県
教
育
委
員
会 

　
　
　
　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー 

共
　
催
　
北
秋
田
市
教
育
委
員
会 

◎
問
合
せ 

　
生
涯
学
習
課
文
化
班
　

62-

６
６
１
８ 

 

▲

展
示
会
「
秋
田
の
土
偶
」 

ご
ぎ
み
ん
 

せ
き
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●公民館活動　●生涯学習
●文化振興　●学校　●スポーツ

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 
北秋田市教育委員会

　高鷹大学全体講座、グッドライフ講座、中央公民館
公開講座の合同開催で、今年生誕200年をむかえたシ
ョパンの生涯について学習しました。 
　講座では、秋田大学教育文化学部の斎藤洋准教授
が「ピアノの詩人」と称されるショパンの人生や作品
についてピアノ演奏と講話を交えてわかりやすく説
明しました。冒頭では、肖像画をめぐる謎からはじまり、
おなじみの旋律を紹介しながら、ノクターン、マズルカ、
ワルツなどの名曲を素晴らしい演奏で披露しました。
とりわけ、「英雄ポロネーズ」の本格的な演奏に会場

からは大きな拍手とともに「ブラボー！！」の歓声も
上がっていました。 
 

　９月９日、24日、29日の日程で「畳のヘリバック作
り」が森吉公民館で開催されました。畳のヘリバック
とは文字通り畳のヘリを縫い合わせて作るバックの
ことで、北秋田市では初めての講習です。 
　講師に菊池洋子さんをお迎えし、初心者でも作り
やすい横縫いにアレンジしたバック作りを行いまし
た。ヘリは固い割には縫いやすく、仕上がりは丈夫で
レトロな感じになります。 
　受講者の皆さんの秋からの装いに、素敵なアイテ
ムが加わりました。 

　読書週間の期間中、市図書館・公民館図書室では、
たくさんの市民の利用を願い、次のとおり実施します。 
　また、市内の本はどこの図書館からも貸出・返却が
できますのでご利用ください。 
 
＊ 図書の貸出冊数　
　通常一人３冊以内の貸出ですが、期間中は一人５
冊まで貸出します。 

＊ テーマ展示「本で世界をひとまわり」　
　本で世界の国々を巡ってみましょう。 
　各館ごとに地域の本を展示します。 
 
　　　　　　　　　鷹巣図書館－アジア 
　　　　　　　　　森吉図書館－アメリカ 
　　　　　　　　　合川公民館図書館－ヨーロッパ 
　　　　　　　　　阿仁公民館図書館－アフリカ 

▲ショパンの名曲を披露した公開講座

▲畳のヘリの縫い合わせに挑戦

10月2 7日～11月９日 

 

「ショパンの謎」にせまる 
～ショパン生誕200年記念～ 

畳のヘリバック作り 
～レトロでお洒落な仕上がり～ 

～秋の夜長、
　　本に親しみませんか～ 読 書 週 間 
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障がい福祉サービスのお知らせ 

障がい福祉サービスのお知らせ 障がい福祉サービスのお知らせ 障がい福祉サービスのお知らせ 
　障がい者の方に対し、次のような障がい福祉サービスがあります。これらのサービスを
利用するためには、事前に相談や申請などの手続きが必要になりますので、福祉課障がい
福祉班までご相談ください。（サービスによっては利用要件などがありますので必ず事前
にご相談ください）
　利用料は原則１割負担となります。ただし、所得等により月の上限額が決められ、上限
を超えた場合は上限額までの支払いとなります。
　介護保険を受けている方については、介護保険サービスを優先して利用していただくこ
とになります。

◆サービスの種類
居宅介護
（ホームヘルプ）

重度訪問介護

行動援護

児童デイサービス

短期入所
（ショートステイ）

療養介護

生活介護

施設入所支援

共同生活介護
（ケアホーム）

自立訓練

就労移行支援

就労継続支援

共同生活援助
（グループホーム）

介
護
給
付（
障
が
い
程
度
区
分
の
認
定
が
必
要
に
な
り
ま
す
）

訓
練
等
給
付

自宅で、入浴、排せつ、食事などの介護等を行います

重度の肢体不自由者で常に介護を必要とする人に、自宅で、入浴、排せつ、
食事の介護、外出時における移動支援などを総合的に行います

障がい児に、日常生活における基本的な動作の指導、集団生活への適応訓
練等を行います

自宅で介護する人が病気の場合などに、短期間、夜間も含め施設で、入浴、
排せつ、食事の介護等を行います

医療と常時介護を必要とする人に、医療機関で機能訓練、療養上の管理、
看護、介護及び日常生活の世話を行います

常に介護を必要とする人に、昼間、入浴、排せつ、食事の介護等を行うと
ともに、創作的活動又は生産活動の機会を提供します

施設に入所する人に、夜間や休日、入浴、排せつ、食事の介護等を行います

夜間や休日、共同生活を行う住居で、入浴、排せつ、食事の介護等を行います

自立した日常生活又は社会生活ができるよう、一定期間、身体機能又は生
活能力の向上のために必要な訓練を行います

一般企業等への就労を希望する人に、一定期間、就労に必要な知識及び能
力の向上のために必要な訓練を行います

一般企業等での就労が困難な人に、働く場を提供するとともに、知識及び
能力の向上のために必要な訓練を行います

夜間や休日、共同生活を行う住居で、相談や日常生活上の援助を行います

自己判断能力が制限されている人が行動するときに、危険を回避するた
めに必要な支援、外出支援を行います

次頁に続きます←
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障がい福祉サービスのお知らせ 

《お問い合わせ》　福祉課障がい福祉班　 6 2－6 6 3 7

移動支援事業

生活サポート事業

日中一時支援事業

訪問入浴事業

地
域
生
活
支
援
事
業

外出時の移動に制限がある、視覚障がい者、肢体不自由者、知的障がい者
等の移動を支援します

一時的に支援が必要な障がい者等の生活支援、家事援助を行います

在宅の障がい者等の介護者が一時的に家庭介護ができないとき、施設等
で日中の介護を行います

身体が虚弱または寝たきりのため家族での入浴が困難な方で、医師が入
浴可能と認めた方に訪問入浴車を派遣し、入浴のお手伝いをします

◆サービスの流れ

⇒ ⇒⇒⇒⇒相談・
申込み

心身の状況に
関する調査

障がい程度
区分の認定

サービス
支給決定

サービス
事業所
との契約

サービス
利用と
利用料の
支払い

市役所障がい
福祉班までご
相談ください

現在の生活や
障がいの状況
を調査します

審査会で審査・
判定を行いま
す※介護給付
サービスを申
込みされた方
のみ

調査内容、障が
い程度区分、
サービス意向
などを把握し、
支給決定を行
います

障がい者とサ
ービス事業所
が契約を結び
ます

サービスを利
用し、事業所
に利用料を支
払ください

障がいをお持ちの方へ
　日常生活において常時特別な介護を必要とする障がい者（児）で、法に定める一定の支給要件を満たす場
合に次の手当が支給されます。手当を受けるには、所定の診断書等を添付し、認定請求していただく必要が
あります（所得制限有り）。 
■特別障害者手当　【手当額（月額）２６，４４０円】 
　心身に重度の障がいが２つ以上重複する場合、またはそれと同程度の障がいの状態により、日常生活にお
いて常時特別な介護を必要とする２０歳以上の在宅の方が対象。 
※施設に入所している方、３ヵ月以上入院されている方は対象になりません。 
■障害児福祉手当　【手当額（月額）１４，３８０円】 
　心身に重度の障がいがあり、日常生活において常時の介護を必要とする20歳未満の在宅の方が対象。 
※施設に入所している方、障がいを理由とする年金を受けている方は対象になりません。 

発達障がい児・者 県北地区巡回相談会

　発達障がい（自閉症、アスペルガー症候群、学習障害、注意欠陥多
動性障害など）の方、またはその疑いのあるご本人やそのご家族、
発達障がい児・者に係わる関係機関を対象に、家庭での育児の仕方、
生活での悩み事、就職活動での困り事など、様々な相談に応じます。
（予約制です。２週間前までにお申し込みください） 
　▼期日：平成22年11月５日（金）　平成23年２月16日（水）
　▼時間：10時～16時　▼場所：大館市総合福祉センター３階
　◎秋田県発達障害者支援センター　 018－826－8030

◆受 験 日　平成22年12月４日(土)10時～ 
◆場　　所　県社会福祉会館 
　　　　　　県心身障害者総合福祉センター 
◆受験資格　手話通訳者養成課程修了者また
は、同等の知識・技術を有する者で地元ろうあ
団体の推薦を受けた者 
◆申込締切　平成22年10月15日（金） 
◎県聴力障害者協会　 　018－864－2782

平成22年度手話通訳者全国統一試験
秋田県手話通訳者派遣登録試験
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＝お申し込み　　＝お問い合わせ申 問

■公民館 
中央公民館　　　 ６２－１１３０ 
【ロビー展】高鷹大学写真クラブ 
▼10/４（月）母と子のわくわく広場
＝10:00～11:30 
合川公民館　　　 ７８－２１１４ 
【ロビー展】陶芸ひまわりの会（～10/14） 
あじさいグループ（10/17～26） 
森吉公民館　　　 ７２－３２５９ 
【サロン展】森吉図書館展 
▼10/３（日）もりよし合唱祭＝13:00
～16:00 
▼10/５（火）エコクッキング＝10:00
～13:00 
阿仁公民館　　　 ８２－２２２０ 
▼10/16（土）～18（月）北秋田市文化祭・
展示＝9:00～17:00（18日は16:00まで） 

■文化会館　 ６２－３３１１ 
▼10/２（土）～３（日）県北地区高校
演劇コンクール＝２日９:00～、３日９:20
～入場無料 
▼10/９（土）レディース・コリーナ第
５回「小さな秋のコンサート」＝14:30
～　500円 
▼10/15（金）高鷹大学「学園祭」＝10:00～ 
▼10/16（土）～17（日）北秋田市文化祭・
演示＝9:30～入場無料 
▼10/16（土）おはなしでてこい＝14:00～ 
▼10/23（土）ストーン・レークス発表
会＝19:00～入場無料 
▼10/24（日）映画「仮面ライダーＷ 
FOREVER  A toZ/運命のガイアメモリ」＝
①11:00～②13:30～　　大人1300円 、
大学生以下1000円、中学生以下800円 
▼10/30（土）～11/５（金）第133回秋
田県種苗交換会式典等 

■スポーツ　 ６２－３８００ 
▼10/２（土）北秋田市健康・スポーツフェ
スタ2010＝鷹巣体育館 
▼10/２（日）～４（月）全県高校女子
新人戦ソフトボール大会＝河川敷野
球場・ソフトボール場 
▼10/８（金）～10（日）県北高校新人
バドミントン競技＝鷹巣体育館 
▼10/10（日）第14回鷹巣地区社会人
野球選手権大会＝中央公園野球場 
▼10/21（木）奥森吉ウオーク＝鳥獣
保護センター周辺 

前売

プール利用（個人） 小学生100円  中学生200円 高校生300円 一般500円
トレーニング利用（個人） 　　　中学生  50円 高校生100円 一般200円

▼プール教室　初心者水泳／初級水泳／中級水泳／上級水泳／選
手コース／楽楽水中健康／水中運動／エンジョイアクアビクス／
スキンダイビング／子供水泳 
▼トレーニング教室　シェイプアップ／ 
ボクササイズ／バランスボール／高齢者体操 

北秋田市民プール 
ａ6 2 - 5 0 0 1

※各教室の曜日、時間は 
お問い合わせください

問
営業時間／10 : 0 0～2 1: 0 0  （月曜～金曜日） 
　　　　　10 : 0 0～17 : 3 0  （土曜～日曜日） 

問

①第５回北秋田市オールスターベースボールトーナメント大会 
　期日 10月３日（日）　　場所 中央公園野球場 
②ターゲット・バードゴルフ大会（個人、シニア、グラウンドシニア、女子） 
　期日 10月３日（日）　　場所 あきた北空港ふれあい緑地広場 
③第５回北秋田市スポレクユニカール大会 
　期日 10月３日（日）　　場所 鷹巣体育館サブアリーナ 
④市民ゲートボール大会（レクリエーション大会） 
　期日 10月９日（土）　　場所 鷹巣ゲートボール場 
⑤壮年ソフトボール選手権大会 
　期日 10月10日（日）　　場所 米代川河川緑地ソフトボール球場他 
⑥第３回 La Coupe Wakasugi（国体開催記念フェンシング大会） 
　期日 10月10日（日）　　場所 合川体育館
⑦第５回市スポレク大会テニス競技大会（男子ダブルス・女子ダブルス） 
　期日 10月10日（日）　　場所 あきた北空港ふれあい緑地テニスコート 
⑧第５回市スポレクグラウンド・ゴルフ大会 
　期日 10月10日（日）　　場所 あきた北空港ふれあい緑地広場 
⑨北秋田市ゴルフ選手権大会（一般・シニア・ミッド、グラウンドシニア・女子） 
　期日 10月11日（月）　　場所 秋田北空港クラシックゴルフ場 
⑩第５回市スポレクパークゴルフ大会（会員男・女・一般男・女） 
　期日 10月11日（月）　　場所 北欧の杜パークゴルフ場 
⑪第５回市スポレクラージボール卓球大会（男女シングルス・混合ダブルス等） 
　期日 10月11日（月）　　場所 鷹巣体育館 
⑫第６回市民バドミントン大会（シングルス・ダブルス・団体）
　期日 10月17日（日）　　場所 鷹巣体育館 
⑬田代岳登山 
　期日 10月17日（日）　　場所 田代岳 

北秋田市スポーツレクリェーション大会 北秋田市スポーツレクリエーション大会 北秋田市スポーツレクリエーション大会 
　市民のみなさんを対象としたスポーツイベント「第５回北秋田市
スポーツレクリエーション大会」を開催します。参加希望者・チーム
は所定の様式により各協会担当者に直接申し込みください。 

第５回 

市体育協会事務局（鷹巣体育館内）　 62-3800

料
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お・知・ら・せ 
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６
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問

　
母
子
健
康
手
帳
交
付 

期
日
　
10
月
４
日（
月
）、 

　
　
12
日（
火
）、18
日（
月
）、25
日（
月
） 

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

時
間
　
９
時
30
分
～
11
時
30
分 

※
手
続
き
終
了
ま
で
約
50
分
か
か
り
ま

す
。余
裕
を
も
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
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10
月
の
乳
児
健
診・相
談 

   

▽
４
か
月
児
健
康
診
査 

　
期
日
　
10
月
26
日（
火
） 

　
受
付
時
間
　
12
時
45
分
～
13
時 

　
対
象
　
平
成
22
年
６
月
生
ま
れ
の
子 

▽
７
か
月
児
育
児
相
談 

　
期
日
　
10
月
14
日（
木
） 

　
受
付
時
間
　
９
時
45
分
～
10
時 

　
対
象
　
平
成
22
年
３
月
生
ま
れ
の
子 

▽
10
か
月
児
健
康
診
査 

　
期
日
　
10
月
14
日（
木
） 

　
受
付
時
間
　
12
時
45
分
～
13
時 

　
対
象
　
平
成
21
年
12
月
生
ま
れ
の
子 

▽
１
歳
ピ
カ
ピ
カ
歯
っ
ぴ
ー
教
室 

　
期
日
　
10
月
15
日（
金
） 

　
受
付
時
間
　
13
時
15
分
～
13
時
30
分 

　
対
象
　
平
成
21
年
10
月
１
日
～
11
月

　
６
日
生
ま
れ
の
子 

 

　
健
康
相
談 

期
日・場
所

　
▽
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
10
月
７
日（
木
） 

　
▽
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー
　
10
月
14
日（
木
） 

　
▽
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
10
月
28
日（
木
） 

時
間
　
10
時
～
11
時
30
分 

内
容
　
健
康
相
談
、血
圧
測
定
等 

持
ち
物
　
健
康
手
帳（
初
め
て
の
方
は
不
要
） 

　
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
相
談
会 

期
日
　
10
月
15
日（
金
） 

時
間
　
13
時
～
15
時 

場
所
　
交
流
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
心
理
専
門
員
に
よ
る
相
談
会
で

す（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
） 

※
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い 

　
小
児
救
急
電
話
相
談
を
利
用
し
ま
し
ょ
う 

　
夜
間
に
お
け
る
子
ど
も
の
急
な
病
気
に

困
っ
た
ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

♯
８
０
０
０
　
ま
た
は
、 

０
１
８-

８
８
４-

３
３
７
３ 

相
談
時
間
　
19
時
30
分
～
22
時
30
分 

※
秋
田
県
医
務
薬
事
課
で
担
当
し
ま
す 

　
マ
タ
ニ
テ
ィ
中
期
講
座 

期
日
　
10
月
21
日（
木
） 

時
間
　
18
時
～
20
時 

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
調
理
実
習
、パ
パ
の
妊
婦
体
験
等 

対
象
　
平
成
23
年
１
月
～
３
月
出
産
予

定
の
方 

持
ち
物
　
母
子
手
帳
、エ
プ
ロ
ン
等 

申
込
締
切
　
10
月
15
日（
金
） 

　
心
ふ
れ
あ
い
相
談
員
養
成
講
座 

　
市
で
は
、地
域
で「
心
の
健
康
づ
く
り

事
業
」に
協
力
し
て
い
た
だ
く
、心
ふ
れ

あ
い
相
談
員（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）を
募
集

し
、相
談
員
養
成
講
習
会
を
行
い
ま
す
。 

期
日
　
11
月
８
日（
月
）、25
日（
木
）、 

　
　
　
12
月
１
日（
水
） 

場
所
　
交
流
セ
ン
タ
ー
、保
健
セ
ン
タ
ー 

対
象（
次
の
項
目
全
て
に
該
当
す
る
方
）

▼
市
内
在
住
で
、心
の
健
康
づ
く
り
や

自
殺
予
防
事
業
に
関
心
の
あ
る
方
▼
全

日
程
参
加
で
き
る
方
▼
講
習
会
終
了
後
、

地
域
の「
心
の
健
康
づ
く
り
」事
業
等
で

活
動
で
き
る
75
歳
未
満
の
方
　 

申
込
締
切
　
10
月
22
日（
金
） 

そ
の
他
　
合
川
、森
吉
、阿
仁
地
区
か
ら

は
バ
ス
の
送
迎
も
利
用
で
き
ま
す 

　
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座 

期
日
　
11
月
９
日（
火
）～
平
成
23
年
２

月
２
日（
水
）ま
で
に
５
回
開
催 

時
間
　
13
時
30
分
～
15
時 

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
、交
流
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
市
内
在
住
の
介
護
予
防
事
業
に

関
心
が
あ
る
か
た
で
、全
講
座
受
講
後

に
介
護
予
防
教
室
等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
で
き
る
70
歳
未
満
の
方

内
容
　
介
護
予
防
の
た
め
の
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
理
論
と
実
技
・
認
知
症
に
つ

い
て
な
ど 

申
込
締
切
　
10
月
22
日（
金
） 

そ
の
他
　
合
川
、森
吉
、阿
仁
地
区
か
ら

は
バ
ス
の
送
迎
も
利
用
で
き
ま
す 

　
胃
が
ん
追
加
検
診
の
お
知
ら
せ 

　
市
で
は
、胃
が
ん
検
診
の
未
受
診
者

を
対
象
に
、電
話
で
受
診
勧
奨
を
行
う

コ
ー
ル
リ
コ
ー
ル
事
業
を
行
い
ま
す
。

未
受
診
の
方
は
、こ
の
機
会
に
受
診
さ

れ
ま
す
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。 

勧
奨
対
象
　
合
川
、森
吉
、阿
仁
地
区 

発
信
番
号
　
が
ん
検
診
受
診
勧
奨
セ
ン

タ
ー
　

０
１
８-

８
８
４-

５
５
３
１ 

検
診
日・会
場 

▽
11
月
13
日（
土
） 

大
阿
仁
出
張
所 

▽
11
月
14
日（
日
） 

阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー 

▽
11
月
27
日（
土
） 

前
田
駅
前
自
治
会
館 

▽
11
月
28
日（
日
） 

森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー 

▽
12
月
４
日（
土
） 

合
川
保
健
セ
ン
タ
ー 

▽
12
月
５
日（
日
） 

合
川
保
健
セ
ン
タ
ー 

※
電
話
勧
奨
が
な
か
っ
た
方
で
も
、今

年
度
胃
が
ん
の
検
診
を
受
け
て
い
な
い

方
は
、予
約
の
う
え
受
診
で
き
ま
す 

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、ア
ン
ケ
ー

ト
、バ
ス
タ
オ
ル
他 

■10月６日（水）全血 【森吉地区】
米内沢高校 
10時～12時 

森吉山ダム工事事務所 
13時10分～15時 

㈱大塚刷毛工場 
15時10分～16時30分 

期
日
　
10
月
21
日（
木
） 

時
間
　
10
時
～
13
時
30
分（
受
付
30
分
前
） 

場
所
　
奥
森
吉（
鳥
獣
保
護
セ
ン
タ
ー
か
ら
） 

コ
ー
ス
　
▼
桃
桐
の
滝
コ
ー
ス（
２
時
間
）

▼
鳥
獣
セ
ン
タ
ー
周
辺
コ
ー
ス（
１
時
間
） 

持
ち
物
　
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
、お
に
ぎ

り
、は
し
、お
椀
、飲
み
物
、雨
具
等 

申
込
締
切
　
10
月
15
日（
金
） 

※
バ
ス
送
迎
が
あ
り
ま
す（
先
着
順
） 

　
　
　
健
康
推
進
課 

62-

６
６
６
６ 

問
申

「
奥
森
吉
ウ
オ
ー
ク
」 

「
奥
森
吉
ウ
オ
ー
ク
」 

参
加
者
募
集
！ 

参
加
者
募
集
！ 

参加 
　無料 
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＝お申し込み　　＝お問い合わせ申 問

 

　「
北
秋
田
福
祉
の
雪
事
業
」の 

　
受
託
者
を
募
集
し
ま
す

　
福
祉
の
雪
事
業
を
受
託
で
き
る
事
業

者
を
募
集
し
ま
す
。 

期
間
　
11
月
～
平
成
23
年
３
月
31
日 

内
容
　
対
象
家
庭
の
除
雪
作
業 

申
込
締
切
　
11
月
15
日（
月
）ま
で 

そ
の
他
　
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
業

者
に
限
り
ま
す 

　
　
　
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
班 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

62-
６
６
３
９ 

　
高
齢
者
相
互
援
助
ホ
ー
ム
の 

　
入
居
者
募
集（
冬
期
間
の
住
居
） 

　
市
で
は
、住
宅
の
事
情
等
で
冬
期
間
自

宅
で
の
生
活
が
困
難
な
高
齢
者
の
方
を

対
象
に
、援
助
ホ
ー
ム「
あ
に
福
寿
荘
」へ

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。 

対
象
者
　
市
内
在
住
の
概
ね
60
歳
以
上

の
１
人
暮
ら
し
又
は
、高
齢
者
の
み
の
世

帯
の
方
 

　
　
　
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
班
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

62-

６
６
３
９

　
介
護
予
防
支
援
講
座（
10
月
～
12
月
）

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。３
ヶ
月

分（
10
月
～
12
月
）を
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

①
10
月
８
日（
金
）＝
語
ろ
う
趣
味
を
生

か
し
た
健
康
法
を
紹
介
し
ま
す 

②
10
月
22
日（
金
）＝
さ
わ
や
か
健
康
ゲ
ー

ム
で
楽
し
い
ひ
と
と
き 

③
11
月
12
日（
金
）＝
市
の
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
知
っ
て
ま
す
か
？ 

④
11
月
26
日（
金
）＝
脳
の
元
気
は
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ゲ
ー
ム
か
ら 

⑤
12
月
10
日（
金
）＝
冬
場
の
乾
燥
か
ら

お
肌
を
守
る
秘
訣
は
こ
れ
だ 

⑥
12
月
24
日（
金
）＝
み
ん
な
で
唄
い
ま

し
ょ
う
、あ
の
歌
こ
の
歌
20
曲 

【
共
通
事
項
】 

時
間
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分 

場
所
　
げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド（
②
の
み
、ひ

ま
わ
り
の
家
） 

定
員
　
30
人
　
受
講
料
　
無
料 

申
込
締
切
　
期
間
内
い
つ
で
も
申
込
み
可 

　
　
　
げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

60-

１
３
３
５ 

　
稲
わ
ら・も
み
殻
の
焼
却
禁
止 

　
稲
わ
ら
焼
き（
も
み
殻
含
む
）は
、秋
田

県
公
害
防
止
条
例
に
よ
り
、10
月
１
日
か

ら
11
月
10
日
ま
で
の
期
間
は
全
面
的
に

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
に
対
す
る

苦
情
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。 

　
稲
わ
ら
焼
き
の
煙
は
、視
界
不
良
に
よ

る
交
通
事
故
を
引
き
起
こ
す
原
因
や
、目

や
の
ど
を
痛
め
ぜ
ん
そ
く
等
の
病
気
の

方
に
被
害
が
及
ぶ
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、今
年
は
北
秋
田
市
で
秋
田
県
種

苗
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、県
内

外
か
ら
訪
れ
る
方
へ
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ

ン
に
つ
な
が
る
稲
わ
ら
焼
き
は
絶
対
に

止
め
ま
し
ょ
う
。 

　
　
生
活
課
環
境
班
　

62-

１
１
１
０ 

お
知
ら
せ 

申
問

申
問

問

　
市
で
は
、雪
で
困
っ
て
い
る
お
年
よ
り
や
障
害
者
の
た
め
に
、本
年
度
も「
福
祉

の
雪
事
業
」を
行
い
ま
す
。 

　 　
①
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
で
雪
よ
せ
が
困
難
な
方 

　
②
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
雪
よ
せ
が
困
難
な
世
帯 

　
③
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
障
が
い
者
若
し
く
は
児
童 

　
　（
中
学
生
ま
で
）の
み
等
で
雪
よ
せ
が
困
難
な
世
帯 

　 　
▼
除
雪
作
業
料
金
の
８
割
を
助
成
し
ま
す
。（
支
給
限
度
額
を
超
え
る
分
は
、全

　
　
額
自
己
負
担
で
す
） 

　
▼
こ
の
事
業
は
、作
業
費
用
の
支
給
を
行
う
も
の
で
あ
っ
て
、建
物
管
理
を
行
う

　
　
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。空
き
家
や
不
在
の
家
等
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん 

　 　
①
10
月
29
日（
金
）ま
で
に
、地
区
民
生
委
員
ま
た
は
、市
役
所
高
齢
福
祉
課
高
齢

　
　
福
祉
班
、各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
市
民
生
活
班
へ
申
請
書
を
提
出
し
、登
録
し

　
　
て
く
だ
さ
い
。登
録
が
遅
く
な
る
と
作
業
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す 

　
▼
積
雪
時
の
出
入
口
の
雪
よ
せ
は
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
で
対
応
し
ま
す

　
▼
屋
根
の
雪
下
ろ
し
及
び
排
雪
作
業
の
依
頼
は
、必
要
の
都
度
、地
区
の
社
会
福

　
　
祉
協
議
会
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。作
業
を
す
る
登
録
業
者
を
紹
介
し
ま
す 

　
②
作
業
終
了
後
に
、利
用
者
が
作
業
業
者
に
直
接
料
金
を
支
払
い
ま
す
。料
金
は

　
　
作
業
量
、時
間
で
異
な
り
ま
す 

　
③
作
業
業
者
か
ら
、社
会
福
祉
協
議
会
に
作
業
の
終
了
が
報
告
さ
れ
ま
す
。社
会

　
　
福
祉
協
議
会
は
市
役
所
へ
請
求
の
手
続
き
を
行
い
、市
役
所
か
ら
支
給
額（
作

　
　
業
料
金
の
８
割
）を
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す 

 

　
　
　
　
高
齢
福
祉
課
　
　

62-

６
６
３
９
　
ま
た
は
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会

63-

２
１
０
９
　
ま
た
は
各
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

（

（

北
秋
田
市
福
祉
の
雪
事
業
 
ど
う
し
て
も
、
雪
寄
せ
が

困
難
な
方
を
支
援
し
ま
す

申
請
先

問
合
せ

利
用
で
き
る
方
は
次
の
方
で
す

支
給
限
度
額（
扶
助
限
度
額
）は
４
万
円
で
す

福
祉
の
雪
事
業
を
利
用
す
る
手
続
き（
サ
ー
ビ
ス
内
容
）

申
問

　広報きたあきた　22．10．１　 27

お・知・ら・せ 

■接種対象者　接種日において北秋田市に住所を有する方 
■実 施 期 間　10月１日～平成23年３月31日 
■接 種 費 用　医療機関で異なるため、各医療機関にお問い合わせください 
■助成対象者と助成金額 
 ① 市民税非課税世帯の方　　接種費用全額助成 
　　※医療機関に非課税証明書(世帯全部証明)の提示が必要です。税務課・
　　　総合窓口課及び各総合窓口センターにて申請（手数料200円）してく
　　　ださい。非課税証明書(世帯全部証明)の提示がない場合は、助成は受
　　　けられません 
 ② 生活保護世帯の方　　接種費用全額助成 
 ③ 満65才以上及び60才以上65才未満で、心臓・じん臓または呼吸器の機能  
　  等に身体障害者手帳１級程度の障害を有する方　　１回につき1,500円
　  助成 
 ④ １才～中学校３年生　　１回につき1,500円助成
 ⑤ 妊婦　　１回につき1,500円助成
 ⑥ ①～⑤以外の北秋田市国民健康保険加入者　　１回につき1,500円助成 
 ※⑥における助成対象医療機関は、北秋田市内の医療機関のみ対象です 
■申 込 方 法　県内のほとんどの医療機関で接種を受けられます。医療機関
に直接予約のうえ接種を受けてください 
■接種時に必要なもの　▼健康保険証▼健康手帳▼①の方は非課税証明書
(世帯全部証明）▼②の方は生活保護受給者証▼④と⑤の方は母子手帳 

　
さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ
運
動 

実
施
中
！ 

　
県
で
は
、秋
田
を
元
気
に
し
て
い
く
た

め
、「
あ
い
さ
つ
で
広
が
る
秋
田
の
元
気

の
輪
」を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、さ
わ
や

か
あ
い
さ
つ
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

　「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
こ
ん
ち
に

は
」「
こ
ん
ば
ん
は
」、い
つ
も
の
あ
い
さ

つ
で
地
域
の
結
束
力
を
、安
全
安
心
を
高

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

　
　
秋
田
県
地
域
活
力
創
造
課 

　
　
　 

０
１
８-

８
６
０-

１
２
３
７ 

問

新型インフルエンザワクチン接種事業 
 ～接種費用の一部を助成します～ 

実施期間 平成2 2 年10 月１日から 平成2 3 年３月3 1日まで 

新型インフルエンザ市内予防 
接種実施医療機関（順不同） 
 
北秋田市民病院 
鷹巣病院 
うえだクリニック 
遠藤クリニック 
近藤医院 
佐々木産婦人科医院 
たかのす今村クリニック 
たむら内科クリニック 
津谷内科 
としま医院 
奈良医院 
藤原医院 
盛岡外科医院 
国民健康保険合川診療所 
児玉内科クリニック 
公立米内沢総合病院 
市立阿仁診療所 

 
62-7001 
62-1210 
60-1055 
63-0515 
62-1155 
63-0105 
62-5655 
63-2700 
62-2261 
62-1267 
62-1146 
62-2882 
62-1101 
78-3161 
69-7311 
72-4501 
82-2351

医療機関名 電話 

　2010～11年シーズンのインフルエンザワクチンは、新型と季節性２種の混合
ワクチンです。昨季のように、新型と季節性を別々に接種する必要はありません。 
　知っていただきたいこと、ご理解いただきたいことをまとめましたので、よく
お読みになり、新型インフルエンザの予防や重症化防止につとめましょう。

　　新型インフルエンザワクチン相談
窓口（健康推進課）  62-6666

夫61才（定年後家にいる）、妻59才（パート土日休み平日夕方帰宅） 
　妻が夫にゴミ出しを頼んでも「カッコ悪い」と断る。他人に見ら
れるのが嫌なのだ。洗濯の取り込みを頼んでも週に１回しかやっ
てくれない。ただ、孫の保育園への送迎や、嫁いだ娘の頼みは何で
も聞いてやる甘い父親だ。その優しさを妻にもぜひ向けてほしい。 
　この世代の男性は、家事を手伝うことは恥ずかしいことと思い
込んでいるようだ。すぐ目の前に、老人が老人を介護する生活が
きているのです。男性が家事をすることは、高齢化社会を生き抜
く為に大切なことなのです。「いつまでもあると思うな内助の功」 
　　生活課地域推進班　 62-6628

～少しずつできることから 
　　　　　　始めてみよう～
～少しずつできることから 
　　　　　　始めてみよう～

問

「小児肺炎球菌ワクチン」接種の費用助成が新たに追加になりました。
詳細は、次号でお知らせします

問
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＝お申し込み　　＝お問い合わせ申 問

 

　
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
工
事 

　
市
で
は
、情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
と

し
て
、国
庫
補
助
を
利
用
し
光
フ
ァ
イ
バ

ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。光
フ
ァ
イ
バ
網
が
整
備
さ
れ
る
と
、

高
速
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

▼
10
月
の
工
事
予
定 

（
工
事
内
容
）　
電
柱
金
物
取
り
付
け
、電

柱
新
設
、光
フ
ァ
イ
バ
敷
設
お
よ
び
接
続 

（
対
象
区
域
）　
森
吉
地
区（
全
域
）、阿
仁

地
区（
全
域
）、鷹
巣
地
区（
全
域
） 

　
　
財
政
課
電
算
シ
ス
テ
ム
班 

　
　
　
　
　
　
　
　

72-

５
２
３
４ 

　
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル『
パ
ソ
コ
ン
教
室
』

①
エ
ク
セ
ル
入
門
講
座 

　
期
日
　
10
月
14
日（
木
）、18
日（
月
） 

　
　
　
　
　
　
21
日（
木
）、25
日（
月
） 

②
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座 

　
期
日
　
11
月
１
日（
月
）、４
日（
木
） 

　
　
　
　
　
　
８
日（
月
）、11
日（
木
） 

時
間
　
18
時
30
分
～
20
時
30
分 

場
所
　
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル 

対
象
　
文
字
入
力
の
可
能
な
方（
パ
ソ
コ

ン
持
参
も
可
能
で
す
） 

定
員
　
各
講
習
10
人（
申
込
多
数
は
抽
選
） 

受
講
料
　
１
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
） 

申
込
期
限
　
①
の
講
座 

10
月
７
日（
木
） 

　
　
　
　
　
②
の
講
座 

10
月
18
日（
月
） 

　
　
　
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル 

　
　
　
　
　
　
　
　

78-

９
２
９
０ 

　
鷹
巣
高
校「
思
い
出
を
語
る
会
」 

期
日
　
10
月
10
日（
日
） 

▼
思
い
出
を
語
る
会（
10
時
～
） 

場
所
　
鷹
巣
高
校
体
育
館 

内
容
　
▽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、進
行
＝
伊
東

平
山
氏（
３
期
卒
）、パ
ネ
リ
ス
ト
＝
同
窓

生
▽
在
校
生
に
よ
る
鷹
巣
祗
園
太
鼓
▽

九
島
奈
々
恵
氏（
37
期
卒
）ミ
ニ
ラ
イ
ブ 

▼
祝
賀
会（
15
時
～
） 

場
所
　
ホ
テ
ル
松
鶴 

会
費
　
５
０
０
０
円（
当
日
受
付
し
ま
す
） 

※
思
い
出
コ
ー
ナ
ー
を
準
備
し
ま
す 

　
　
鷹
巣
高
等
学
校
　

62-

１
０
１
１ 

お
知
ら
せ 

問

申
問問

国民健康保険被保険者証の更新 
10 月１日から国保の保険証が新しくなります 

問 総合窓口課国保年金班　 62-1118 
または、各総合窓口センター 

有効期限
番　　号

氏　　名　北 秋 太 郎
生年月日　昭和○○年○月○日
世帯主名　北 秋 一 郎
住　　所　秋田県北秋田市

国民健康保険
退職被保険者証

該当得年月日
交付年月日
保険者番号 保険者名　　北秋田市

有効期限
番　　号

氏　　名　北 秋 太 郎
生年月日　昭和○○年○月○日
世帯主名　北 秋 一 郎
住　　所　秋田県北秋田市

国民健康保険
被保険者証

該当得年月日
交付年月日
保険者番号 保険者名　　北秋田市

一般が水色 退職が桃色 

※新しい保険証は、９月末までにお手元に届くよう 
世帯主宛てに郵送しています
　市の職員が保険証を回収して歩く事はありま
せんので、保険証の搾取にご注意ください。古い
保険証は、お手数でも必ず破棄してください。 

◆資格異動手続き：社会保険への加入や転出など、
国保資格の異動（脱退）手続きの際は、異動する人の
保険証を担当窓口へ届出ください。また、世帯主の
変更や住所変更の際は、国保に加入されている世帯
全員の保険証をご持参ください。 
◆学生の場合：世帯に学生の方（住所が市外）がいる
場合は、必ず在学証明書又は学生証（有効期限があ
る物）をご持参のうえ、下記担当窓口に申請してく
ださい。 
※国保税を滞納している世帯には、短期保険証（有
効期限６カ月）が交付されます。税務課収納班又は
各総合窓口センターで納税相談のうえ、保険証を交
付します

保険証が届きましたら、まず内容・枚数（加入者） 
をご確認ください！

　医療機関を受診する場合は、必ず10月１日から
の新しい保険証を窓口へ提示してください。 

国保窓口からのお願い 

有効期限について 
　国民健康保険者証は、毎年10月１日に更新します
が、保険証の有効期限が平成23年９月30日以前とな
る場合があります。その主なものは次のとおりです。 
①平成23年９月30日までに75歳になる方 
　　誕生日から後期高齢者医療制度へ移行します
　ので、有効期限は誕生日の前日までとなります。 
②平成23年９月30日までに65歳になる退職国保の方
　　一般国保へ移行しますので、有効期限は誕生月
　の末日（１日生まれは前月の末日）までとなります。 

ご存じですか？ 臓器提供の意思表示 
　臓器移植に関する法律が改正され、国及び地方公
共団体は移植医療に関する啓発や知識の普及を進め
ることになりました。そのため、厚生労働省は、被保
険者証の様式を改正して、臓器提供に関する意思表
示欄を設けることになりました。 
　平成22年度に更新する被保険者証には意思表示
欄がありませんが「臓器提供意思表示シール」を貼付
して意思表示を行うことができます。 
　　総合窓口課国保年金班　 62-1118 問
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お・知・ら・せ 

　
不
正
軽
油
一
掃
作
戦
を
実
施

　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
燃
料
と
し
て
軽
油

以
外
に
重
油
や
灯
油
を
使
用
し
た
り
、販

売
す
る
こ
と
は
、軽
油
引
取
税
の
脱
税
行

為
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
県
で
は
、10
月
を「
不
正
軽
油
一
掃
強

化
月
間
」と
し
て
、ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

や
走
行
車
両
、工
場
現
場
の
建
設
機
械
等

の
燃
料
抜
取
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。ま
た
、不
正
軽
油
の
情
報
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
　
北
秋
田
地
域
振
興
局
県
税
部 

　
　
　
　

０
１
８
６-

49-

２
２
１
１ 

　
法
テ
ラ
ス
秋
田
　
巡
回
法
律
相
談
会 

　
多
重
債
務
な
ど
民
事
事
件
全
般
に
つ

い
て
、弁
護
士
に
よ
る
巡
回
無
料
法
律
相

談
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。 

日
時
　
11
月
19
日（
金
）　
13
時
～
16
時 

場
所
　
交
流
セ
ン
タ
ー 

予
約
受
付
　
10
月
28
日（
木
）か
ら 

（
相
談
対
象
者
の
資
力
基
準
が
あ
り
ま
す
） 

　
　
　
法
テ
ラ
ス
秋
田 

　
　

０
５
０-

３
３
８
３-

５
５
５
０ 

　
無
料
調
停
相
談
会

日
時
　
10
月
21
日（
木
）　
10
時
～
15
時 

場
所
　
中
央
公
民
館
　
研
修
室 

内
容
　
金
銭
、土
地
、建
物
、交
通
事
故
、

夫
婦
、親
子
、遺
産
等
の
問
題 

相
談
員
　
大
館
調
停
協
会
・
調
停
委
員 

受
付
　
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い 

　
　
家
庭
裁
判
所
大
館
支
部 

　
　
　
　

０
１
８
６-

42-

０
０
７
１ 

　
高
齢
者
の
就
職
支
援
講
習
会 

▼
家
事
支
援
講
習 

期
間
　
11
月
８
日（
月
）～
16
日（
火
） 

場
所
　
沢
口
林
業
セ
ン
タ
ー
他 

定
員
　
20
人
　
受
講
料
　
無
料 

対
象
　
60
歳
代
前
半
層 

内
容
　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
取
扱
い
、

洗
剤
用
途
、清
掃
箇
所
等
の
基
礎
知
識
や

高
齢
者
の
栄
養
と
食
生
活
、障
子
や
襖
の

張
り
替
え
知
識
や
技
術
を
習
得
し
、清
掃

ス
タ
ッ
フ
や
高
齢
者
家
庭
等
で
の
家
事

支
援
員
と
し
て
の
就
職
を
目
指
し
ま
す 

　
　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　 

62-

５
１
５
１ 

　
北
秋
田
市
陶
芸
同
好
会
作
陶
展 

期
間
　
10
月
22
日（
金
）～
24
日（
日
） 

時
間
　
９
時
～
17
時   

※
24
日
は
15
時
ま
で 

場
所
　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー 

入
場
料
　
無
料 

参
加
団
体
　
鷹
巣
陶
芸
教
室
、森
吉
陶
芸

同
好
会
、阿
仁
陶
芸
同
好
会
、陶
芸
ひ
ま

わ
り
の
会 

　
　
陶
芸
ひ
ま
わ
り
の
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

78-

４
２
０
１ 

問

申
問問

　老齢基礎年金に上乗せして受けら
れる国民年金基金。自営業等の皆さ
んが、ゆとりをもって老後を安心し
て過ごしていただけるようにとの趣
旨で設けられた公的な年金制度です。 
　公的な年金制度ならではの税制上
の特典も多く、ぜひご検討してみて
はいかがでしょうか。 

◎こんなに有利で特典がある国民年
金基金 
①自営業の方もサラリーマンなみの
　老後保障
②ご要望にお答えできる年金設計
③払込の掛金は一定で、全額「社会保
　険料控除」
④受け取る年金は、「公的年金等控除」
　が適用 
　　秋田県国民年金基金 
　　　 0120-65-4192 
　http://www.akita-kikin .or.jp/

問

申
問

　森吉ダムでは、貯水池内で採取し
た流木を、市民のみなさまに無償で
提供します。《無くなり次第終了》 
提供期間　10月12日（火）～15日（金） 
提供時間　９時～15時 
提供場所　北秋田市森吉字湯ノ岱地
内（森吉山荘約１km手前） 
提供条件　▼自分で取りに来れるこ
と▼転売等、営利目的に使用しない
こと▼独占しないこと▼利用する方は、
氏名、住所、利用目的を記入し、現場
作業員にしたがうこと 

問 北秋田地域振興局建設部 
森吉ダム管理事務所　 76-2448

森吉ダムの 
採取木を提供します 

309

小又川

杣温泉

太
平
湖

森
吉
ダ
ム

至 太平湖、大館

提
供
場
所

至 

阿
仁
前
田
、 

　 

森
吉
山
ダ
ム

森吉山荘

国民年金基金に加入して 
年金を増やしませんか？ 
国民年金基金に加入して 
年金を増やしませんか？ 

あきた環境優良事業所認定制度の説明会 
　あきた環境優良事業所制度とは、平成16年に秋田県と当法人が共
同して創設した、中小企業でも環境負荷の簡単な把握方法や容易に
実行できる環境に配慮した取り組みをご提案し、コスト削減につな
がるためにサポートする制度です。（県内167事業所が参加しています） 
　スタッフ一丸となり、エコでエコノミーな事業所にしてみませんか？ 
■日時　11月17日（水）　13時～　　■場所　大館市立中央公民館 
■申込方法　電話またはE-mailにて事前に申込みください　 
　　　特定非営利活動法人 環境あきた県民フォーラム 
　　　 　 018-839-8309　　E-mail　mail@eco-akita -org
申問

問

10 月は 
「土地月間」です 

　大規模な土地取引（１万㎡、都市計画区域は５千㎡）
では、国土利用計画法に基づく届出が必要です。詳細
は、総合政策課政策班（ 62-6606）へどうぞ。 
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■期日　１０月１６日（土） ※小雨決行、荒天中止 
■時間　10時2 0分～15時4 0分 
■集合　内陸線「笑内駅前」 
■参加資格　内陸線を利用して参加できる方 
■日程　▼10:20～オリエンテーション（笑内駅）
▼10:30～往路（1.5㎞）、記念撮影▼11:00～根子集
落内散策（２㎞、ガイド説明）▼12:30～昼食（用意
します）▼13:30～マタギ語り（二又荘）▼15:00～
復路（1.5㎞）▼15:40解散（笑内駅） 
■内陸線　《行き》鷹巣発8:15→笑内着9:40（急行
臨時停車）、角館発8:53→笑内着10:20　《帰り》笑
内発15:49→角館着17:02、笑内発15:49→鷹巣着17:02 
■持ち物　雨具、飲み物等　※昼食は用意します 
■募集人数　１００人（先着順） 
■申込方法　「住所」「氏名」「年齢」「電話番号」を明
記し、ハガキまたはＦＡＸで申込み 
■申込締切　10月８日（金） 
■参加費　1000円（傷害保険料、昼食）　※内陸線の運賃
は自己負担（お得なホリデーフリーキップ1000円をどうぞ） 
　　　〒018-3322　北秋田市住吉町12-18　 
　　　北秋田市商工会　 62-1850　　62-1757

 

　
災
害
時
に
備
え
救
命
救
急
を
学
ぼ
う 

期
日
　
10
月
29
日（
金
） 

時
間
　
18
時
30
分
～
21
時
 

場
所
　
北
秋
田
市
消
防
本
部 

２
階 

内
容
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
方
法
、心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
、人
工
呼
吸
、止
血
方
法
な
ど
の

疑
似
体
験
　
※
講
師
は
救
急
救
命
士 

対
象
　
市
民
　
受
講
料
　
無
料 

定
員
　
30
人（
先
着
順
） 

申
込
み
　「
住
所
」「
氏
名
」「
連
絡
先
」を

明
記
し
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
み
く
だ
さ
い 

※
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、当
日
の

申
込
み
も
受
付
し
ま
す 

　
　
　
鷹
巣
阿
仁
青
年
会
議
所
ま
ち
づ

く
り
委
員
会（
虻
川
）　 

62-

９
７
９
６ 

　
　

０
８
０-

５
５
６
２-

９
９
６
２ 

　
食
の
国
あ
き
た
県
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

期
日
　
10
月
９
日（
土
）～
10
日（
日
） 

時
間
　
10
時
～
15
時
30
分（
10
日
は
15
時
） 

場
所
　
秋
田
駅
前
ア
ゴ
ラ
広
場
周
辺 

内
容
　【
９
日
】バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
、

お
魚
ふ
れ
あ
い
水
槽
、内
山
信
二
の
お

い
し
い
話
、健
康
体
操 

【
10
日
】小
学
生
空
手
演
舞
、バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
、ヤ
ー
ト
セ
演
舞
、ご
は
ん
ウ
ル

ト
ラ
ク
イ
ズ
、食
育
ク
イ
ズ
、一
輪
車
演
技 

【
両
日
】秋
田
の
う
ま
い
も
ん
大
集
合（
サ

ク
サ
ク
こ
め
っ
こ
メ
ン
、米
粉
た
い
焼
き
、

米
粉
パ
ン
、き
り
た
ん
ぽ
鍋
、近
海
の
さ

か
な
ほ
か
）、あ
き
た
産
デ
ー
フ
ェ
ア 

　
　
食
の
国
あ
き
た
県
民
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会（
県
流
通
販
売
課
内
） 

　
　
　

０
１
８-

８
６
０-

１
７
６
３ 

お
知
ら
せ 

問

申問

申
問

にほんの里10 0 選ウオーキング 
内陸線を利用して秋の阿仁根子集落を探訪 

森林ガイド事業「秋の桃洞渓谷と温泉浴」 

■期日　１０月１３日（水） ※天候により予定変更あり 
■時間　８時2 0分～15時15分 
■集合　内陸線「阿仁前田駅前」 
■コース　阿仁前田駅＝（バス）＝森吉山野生鳥獣セ
ンタ－＝赤水渓谷分岐点＝桃洞滝＝赤水渓谷分岐点（
昼食）＝森吉山野生鳥獣センタ－＝（バス）＝クウィン
ス森吉温泉＝阿仁前田駅駐車場（解散） 
■服装持物　昼食、飲み物、雨具、防寒具、 
長靴、入浴に必要な物等 
■募集人数　２５人（先着順） 
■申込方法　往復ハガキに「住所」「氏名（ふりがな）」
「生年月日」「性別」「電話番号」を記入のうえ申込みく
ださい　※往復ハガキ１枚で複数応募可 
■申込締切　10月５日（火）※当日消印有効 
■参加費　2500円（傷害保険料、入浴料、バス代等） 
■内陸線　《行き》阿仁前田着8:13　《帰り》阿仁前田
着16:41　それぞれ上り下りの列車があります 
　　　〒018-4401　上小阿仁村沖田面字野中484-２ 
　　　米代東部森林管理署上小阿仁支署　 77-2422

紅葉の桃洞渓谷散策と桃洞滝～クウィンス森吉温泉 

申問

秋の行政相談週間 

日時　10月18日（月）　10時～15時 
会場　交流センター 
行政相談員　河田弘美さん（ 62-3896） 

日時　10月18日（月）　10時～15時 
会場　米内沢字七曲59－１（自宅）　 
行政相談員　日景真紀子さん（ 72-3093） 

　行政相談は、国等の 
行政機関の業務に関す 
る苦情や要望について 
行政相談委員が相談に 
応じ、問題改善に努めます。 
　相談は無料で、秘密は厳守されます。 

日時　10月19日（火）　10時～15時 
会場　合川総合窓口センター 
行政相談員　金田功子さん（ 78-4918） 

日時　10月21日（木）　10時～15時 
会場　阿仁総合窓口センター 
行政相談員　蒲　芳さん（ 82-3080） 
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お・知・ら・せ 

　
子
ど
も
の
貧
困
を
考
え
る
in
秋
田 

　
子
ど
も
の
貧
困
と
い
う
視
点
か
ら
秋

田
の
実
情
に
再
度
注
目
し
、全
て
の
子

ど
も
が
等
し
く
将
来
に
対
す
る
希
望
を

持
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
成
長
を
遂

げ
ら
れ
る
た
め
の
取
組
を
検
討
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。 

期
日
　
10
月
３
日（
日
） 

時
間
　
13
時
30
分
～
16
時 

場
所
　
秋
田
市
ジ
ョ
イ
ナ
ス（
県
民
会
館
隣
） 

内
容
　
基
調
講
演（
福
島
大
学
・
丹
波
史

紀
准
教
授
）／
現
場
に
お
け
る
現
状
等

の
報
告
／
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

※
参
加
無
料
、事
前
申
込
み
不
要 

　
　
秋
田
弁
護
士
会 

　
　
　

０
１
８-

８
６
２-

３
７
７
０ 

　
東
北
理
学
療
法
学
術
大
会
の
公
開
講
座 

期
日
　
11
月
７
日（
日
） 

時
間
　
14
時
～
15
時
30
分 

場
所
　
秋
田
市
文
化
会
館 

講
師
　
藤
田
太
寅
氏（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
） 

演
題
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル「
闘
う
リ

ハ
ビ
リ
」を
放
送
し
て 

申
込
み
　
必
要
な
し
、直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い 

　
　
東
北
理
学
療
法
学
術
大
会
準
備
委
員
長（
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン・精
神
医
療
セ
ン
タ
ー・須
藤
） 

　
　
　

０
１
８-

８
９
２-

３
７
５
１ 

問

指定管理者を募集します  
【募集施設】 
▼北秋田市打当温泉マタギの湯ほか２施設（一括公募） 
　（打当温泉マタギの湯、ふるさとセンター〈マタギ資料館〉、
　農業者健康管理施設） 
　所在地　阿仁打当字仙北渡道上ミ66番地１及び67番 
▼北秋田市阿仁熊牧場 
　所在地　阿仁打当字陣場１番地39 
▼北秋田市阿仁農林水産物直売・食材供給施設（道の駅あに） 
　所在地　阿仁比立内字家ノ後８番地1外 
▼北秋田市国民宿舎森吉山荘 
　所在地　森吉字湯ノ岱14番地 
▼北秋田市太平湖グリーンハウス 
　所在地　森吉字桐内沢外30国有林1012林班イ小班内 
▼北秋田市クウィンス森吉 
　所在地　小又字堂ノ下21番２ 
▼北秋田市コンベンションホール四季美館 
　所在地　阿仁前田字大道上３番地１ 
【募集施設の共通事項】 
指定期間　平成23年４月１日から平成28年３月31日まで 
要　　件　法人、共同企業体、その他団体であること 
説 明 会　現場説明会を開催しまので、希望する方は、10月 
　　　　　12日（火）までお知らせください 
申請書の交付及び提出場所　商工観光課観光振興班（森吉庁舎） 
申請書提出期限　11月10日（水） 
　　　商工観光課観光振興班　 72-5243

問

「笑顔で応援広告」大募集！
～秋田内陸縦貫鉄道～

「笑顔で応援広告」大募集！
大好評！ 
第２弾！ 
大好評！ 
第２弾！ 

　秋田内陸線では、中吊り広告で応援していただける
個人・団体を募集しています！あなたの「笑顔写真」で
内陸線を明るく、にぎやかに応援してください！ 
■募集期間　10月31日（日）まで 
■広告応援料金　１枚 3,000円（１ケ月間） 
■ご応募特典　「笑顔広告 特製キーホルダー」など
を応募者にもれなく進呈するほか、抽選で温泉ペア
宿泊券なども当たります 
　　　秋田内陸縦貫鉄道㈱応援広告係　 82-3231 
　　ホームページ　http://www.akita-nairiku.com/

大館 能 代 空 港  大館 能 代 空 港  大館 能 代 空 港  
耳より情報 耳より情報 耳より情報 

問

大館能代→羽田（東京） 大館能代→伊丹（大阪） 

羽田（東京）→大館能代 伊丹（大阪）→大館能代 

９:15発→10:25着
17:45発→19:00着 13:15発→14:55着

７:25発→８:35着
15:55発→17:05着

11:10発→12:45着

大館能代空港発着　時刻表 

大館能代空港利用促進協議会　 0186-43-7072

◆運行期間　９月１日～平成23年３月31日 
◆サービス内容　①バス・タクシーによる輸送…秋
田空港などへ利用者を無料で輸送します 
②空港利用者への情報提供…秋田空港出発便等の
空席案内などを情報提供します 

☆空港の利便性が向上します！
大館能代空港便が欠航した場合、 
秋田空港へ無料のバス・タクシーを運行！ 

申問

申問

あ
な
た
の
笑
顔
で

広
告
を
出
し
て
く
だ
さ
い
！

あ
な
た
の
笑
顔
で

広
告
を
出
し
て
く
だ
さ
い
！

※車内中吊り広告 
　ポスターデザイン
※車内中吊り広告 
　ポスターデザイン
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＝お申し込み　　＝お問い合わせ申 問

 

　
読
書
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
秋
田
２
０
１
０ 

期
日
　
10
月
17
日（
日
） 

時
間
　
13
時
～
16
時
30
分 

場
所
　 

秋
田
県
児
童
会
館（
秋
田
市
） 

講
演
講
師
　
椎
名
誠
氏 

定
員
　
７
０
０
人 

※
入
場
無
料
、事
前
申
込
み
不
要 

　
　
秋
田
県
総
合
政
策
課 

　
　
　

０
１
８-
８
６
０-

１
２
１
６ 

　
公
証
週
間「
電
話
無
料
相
談
」 

日
時
　
10
月
３
日（
日
）　
９
時
～
17
時 

相
談
内
容
　 

相
続
、遺
言
、任
意
後
見
、

離
婚
給
付
な
ど 

相
談
相
手
　
公
証
人 

　
　
秋
田
公
証
人
合
同
役
場 

　
　
　

０
１
８-

８
６
４-

０
８
５
０ 

　
　
　
　
０
１
８-

８
６
４-

０
８
５
４ 

　
秋
田
で
働
く
医
師
を
募
集
し
て
い
ま
す 

　
皆
さ
ん
の
ご
親
戚
や
同
級
生
な
ど
、

県
内
で
医
師
と
し
て
勤
務
し
た
い
方
が

い
ま
し
た
ら
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
　
県
内
の
医
療
機

関
で
勤
務
を
希
望
す
る
医
師
に
対
し
、

就
職
先
を
斡
旋
、紹
介
し
ま
す
。 

▼
県
職
員
採
用
　
自
治
体
病
院
等
で
派

遣
勤
務（
３
年
）と
、医
療
・
研
究
機
関
で

の
有
給
に
よ
る
研
修（
１
年
）の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
勤
務
を
行
う
も
の
で
す
。 

　
　
秋
田
県
医
師
確
保
対
策
室 

　
　
　

０
１
８-

８
６
０-

１
４
１
０ 

お
知
ら
せ 

問

問

問 問

鷹巣石ノ巻岱墓園「自由墓地」 
使用者の募集 

募集区画数　自由墓地＝11区画（7-20、7-35、7-37、
7-38、7-41、7-42、7-108、7-172、8-67、8-70、8-88） 
永代使用料　125,000円（後に返還しても払戻しはありません） 
墓園管理料　1,050円（毎年） 
申 込 条 件　市営墓園の使用権をお持ちでない方 
場　　　所　北秋田市脇神字石ノ巻岱６-673 
申 込 期 間　10月12日（火）～25日（月） 
※申し込みが11人に達した時点で終了します 
※11区画の場所は、申込み終了後対象者に通知し、
抽選により決定させて 
いただきます。なお、区 
画の事前申込みはお受 
けしませんのでご了承 
ください 
　　　生活課環境班 
　　　　　 62-1110

市営墓園区画情報（随時募集） 

①鷹巣石ノ巻岱墓園（規制） 
②大阿仁墓園(規制･自由) 
③合川鳥屋岱墓園 
④合川松ヶ丘墓園 

100,000円 
210,000円 
100,000円 
130,000円 

1,050円 
2,100円 
1,050円 
1,050円 

市営 墓 園 永代使用料 墓園管理料

　　　　　墓石の形状・寸法が定められおり、付属
設備は設置できません。 
　　　　　墓石の形状・寸法はある程度緩和されて
います。（高さ制限有り） 
　　　①…生活課環境班　 62-1110 
　　　②…大阿仁出張所　 84-2311 
　　③④…合川総合窓口センター　 78-2113

規制墓地

自由墓地

申問

申問

▲鷹巣石ノ巻墓園

　犯罪や交通事故が後を絶たない中、被害にあわれた
本人やそのご家族は、直接的な被害だけでなく、経済的、
精神的、そして周囲の配慮のない対応などで二次的被
害に苦しめられることも少なくありません。 
　犯罪被害者の置かれている現状や支援の必要性を理
解してもらうため、あわせて安全安心な秋田を創造し
ていくため、被害者およびご家族からの手記を募集し、
広く県民に紹介します。 
■募集期間　10月12日（火）まで 
　　　秋田県 県民文化政策課　 018-860-1522

犯罪被害者手記募集 犯罪被害者手記募集 

申問

湛水試験により、小又川の水量が増減します

期間　10月16日（土）～12月上旬 《予定》 
※河川環境に影響を与えない範囲で水を流します 

◎ダムに水を貯めます　　小又川の水量が減ります 

●ダムから放流します　　小又川の水量が増えます 
期間　12月上旬～平成23年１月中旬 《予定》 
※放流により川の水量が多くなる時は、河川利用
者に対し、注意喚起のため警報サイレンや警報車
で巡回しお知らせします 

森吉山ダム工事事務所　 72-5435

◆ダムの貯水位が最高水位に到達しそうになっ
た場合、予定月日を森吉山ダムのホームページ
などでお知らせします 
　http://www.thr.mlit.go.jp/moriyosi/　

森吉山ダム 
湛水試験を再開します 10 月16 日から 
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お・知・ら・せ 

①南鷹巣団地・・・鷹巣字平崎上岱13-2 
  簡易耐火２階建　２ＤＫ　浴槽・風呂釜なし 
　月　額　9,200円～23,000円　※３戸募集 
②上野団地･･･米内沢字桐木岱311-1 
　木造平屋長屋建　１ＤＫ 
　月　額　10,600円～20,900円 
③松山町団地･･･米内沢字ヲツコ沢77-1★ 
　木造２階１戸建　３ＬＤＫ 
　月　額　22,300円～43,800円 
④畑町団地･･･阿仁水無字畑町東裏147 
　木造平屋長屋建　１ＬＤＫ　 
　月　額　19,400円～38,200円 共益費 200円 
⑤上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏4-6★ 
　木造２階２戸建　３ＬＤＫ 
　月　額　16,400円～32,300円  
⑥東裏簡２団地･･･阿仁水無字畑町東裏49-1 
　簡易耐火２階建　２ＤＫ 
　月　額　10,300円～20,300円 
⑦サンコーポラスなかたい住宅 
　　　　　　　　　･･･鷹巣字東中岱51-1 
　鉄筋コンクリート造５階建　３ＤＫ 
　月　額　43,100円　共益費　800円 
　駐車場使用料　3,000円（希望者のみ） 
〔募集戸数〕　各階１戸（２階を除く） 
※★印の住宅は単身入居不可です 
※サンコーポラスなかたい住宅の１階には、
加齢や身体の障害等で階段の昇降に支障が
ある方がいる世帯の入居に限ります 
【敷　金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金） 
【入居資格】 
・収入基準を満たすこと 
・住宅に困窮していることが明らかなこと 
・公租公課を滞納していないこと 
【募集期間】　10月１日（金）～13日（水）土日祝除く 
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／
合川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター 

市営住宅 
入居者募集 

【現地案内】 
　日時　10月７日（木）又は８日（金） 
　▽森吉地区 9:00～　▽阿仁地区11:00～ 
　▽鷹巣地区13:30～ 

問 都市計画課 建築住宅班　 72-5246

　「あいあい」は、子育て中の親子が気軽にご利用できる 
子育ての広場です。あいかわ保育園を拠点に、月に一度は
地域に出向いて子育ての応援をしています。 
　絵本の読み聞かせや簡単な工作などを親子で楽しんだ
り、子育ての情報交換をしたり、楽しい交流の場としてご
利用できます。一度「あいあい」に遊びに来てみませんか。 

 

 
旧北星ボウル駐車場前
沢口林業センター前
旧ＪＡ七日市支所前
七座健康増進センター前
坊沢公民館前
綴子基幹集落センター前
サテライトステーションさかえ前

９:00～10:15
10:30～11:00 
11:15～11:45 
13:00～13:30 
13:45～14:15 
14:30～15:00 
15:15～15:45

接種場所 接種時間地区実施日
鷹　巣
沢　口
七日市
七　座
坊　沢
綴　子
　栄

10
月
2 3
日（
土
） 

鷹巣地区　　 生活課環境班 62-1110問

 
吉田公民館前
湯口内集会所
ふるさと文化センター
阿仁山村開発センター駐車場
荒瀬コミュニティセンター前
比立内環境改善センター駐車場
戸鳥内小倉岱児童館前
中村地区コミュニティセンター駐車場
鈴木進宅前

９:00～９:10
９:15～９:20
９:25～10:25
10:30～11:00
11:10～11:25 
11:45～12:00
13:15～13:25
13:30～13:35
13:45～14:00

接種場所 接種時間地区実施日
吉　田
湯口内
大　町
下新町
荒　瀬
比立内
戸鳥内
中　村
前山岱

10
月
16
日（
土
） 

阿仁地区　　 阿仁総合窓口センター 82-2113問

▽合川地区は10月２日（土）、森吉地区は10月３日（日）に「犬の登録」 
と「狂犬病予防注射」を実施予定です。前号の広報でご確認ください 

犬の登録と狂犬病予防注射巡回日程（秋） 犬の登録と狂犬病予防注射巡回日程（秋） 犬の登録と狂犬病予防注射巡回日程（秋） 

市
有
財
産
を
 

　
売
却
し
ま
す
 

問 　
市
が
所
有
す
る
財
産
を

一
般
競
争 

入
札
で
売 

却
し
ま
す
。 

 

■
車
両 

①
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル 

　
４
ト
ン
ダ
ン
プ 

　
型
式
…
Ｐ-

Ｃ
Ｍ
87
Ｂ
Ｓ

　
Ｄ（
昭
和
63
年
式
） 

②
エ
ッ
チ
ケ
ー

　
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車 

　
型
式
…
Ｈ
Ｋ
１
３
０
Ｓ

　（
昭
和
63
年
式
） 

　
※
故
障
の
た
め
現
車
確

　
　
認
を
要
す
る 

■
入
札
参
加
受
付 

期
間
《
土
日
祝
を
除
く
》 

　
10
月
１
日（
金
）～
15
日（
金
） 

時
間 

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分 

■
入
札
日 

期
日
　
10
月
20
日（
水
）　

時
間
　
10
時
～ 

場
所
　
市
役
所
３
階
大
会
議
室 

　
　
財
政
課
管
財
班 

　
　
　
　

62-

６
６
０
３ 

子育て支援センター 子育て支援センター 子育て支援センター 「あいあい」です 「あいあい」です 

■10月の開放日・場所 （時間 9:30～11:30） 
　12日（火） 前田保育園　　 
　14日（木） あいかわ保育園 
　19日（火） 森吉コミュニティセンター 
　21日（木） 阿仁合保育園 
　22日（金） 浦田保育園 
　28日（木） あいかわ保育園 

あいかわ保育園子育て 
支援センター 78-9030

問
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＝お申し込み　　＝お問い合わせ申 問

 
　
市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
８
月
》 

▽
慶
弔
費
２
万
７
０
０
０
円（
５
件
） 

▽
会
　
費
２
万
６
７
７
０
円（
４
件
） 

▽
そ
の
他
　
　
　
　
　
０
円（
０
件
） 

▽
合
　
計
５
万
３
７
７
０
円（
９
件
） 

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。 

　
入
札
結
果
の
公
表《
８
月
》 

　《
２
５
０
万
円
以
上
の
契
約
状
況
》 

▼
舗
装
維
持
工
事（
市
道
福
田
街
線
）／
３

２
０
万
２
５
０
０
円
／
㈱
佐
藤
庫
組
▼
舗

装
維
持
工
事（
市
道
岩
谷
線
）／
７
３
５
万

円
／
佐
藤
建
設
㈱
北
秋
田
営
業
所
▼
舗
装

維
持
工
事（
市
道 

材
木
町
～
横
町
線
）／
６

０
５
万
８
５
０
０
円
／
㈲
丸
栄
建
設
▼
村

づ
く
り
交
付
金
第
０
４
５
０
３
号
工
事
／

９
１
８
万
７
５
０
０
円
万
円
／
㈱
佐
藤
庫

組
▼
前
田
小
外
構
改
修
工
事
／
５
２
５
万

円
／
秋
田
土
建
㈱
▼
住
宅
附
帯
物
置
取
替

工
事（
林
岱
団
地
）／
３
３
１
万
８
０
０
０

円
／
桜
井
工
務
店
▼
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
№
２
ダ
ス
ト
コ
ン
ベ
ア
補
修

工
事
／
２
６
０
万
４
０
０
０
円
／
大
館
桂

工
業
㈱
▼
道
路
改
良
工
事（
市
道
摩
当
～

向
黒
沢
線
）１
工
区
／
５
１
４
５
万
円
／

秋
田
機
械
建
設
㈱
▼
道
路
改
良
工
事（
市

道
摩
当
～
向
黒
沢
線
）２
工
区
／
６
６
３

６
万
円
／
㈲
丸
栄
建
設
▼
林
道
小
摩
当
線

橋
梁
改
良
工
事
／
８
４
０
万
円
／
㈲
千
葉

建
設
▼
交
通
安
全
施
設
工
事(

市
道
前
山

堤
防
線
）／
２
８
７
万
７
０
０
０
円
／
㈲

畠
山
重
機
工
業
▼
林
道
大
滝
沢
線
橋
梁
改

良
工
事
／
１
０
５
０
万
円
／
池
田
建
設
㈱

▼
舗
装
維
持
工
事（
市
道
胡
桃
館
国
道
線
）

／
１
１
１
３
万
円
／
佐
藤
建
設
㈱
北
秋
田

営
業
所
▼
市
営
住
宅
な
か
た
い
住
宅
屋
上

改
修
工
事
／
７
３
５
万
円
／
㈲
森
川
防
水

工
業
▼
阿
仁
中
学
校
体
育
館
改
築
工
事
／

３
億
１
５
０
０
万
円
／
秋
田
・
花
岡
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体 

日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31

曜
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

電話番号
60－1055
63－0105
62－1146
62－1101
62－1155
62－7001
69－5300
62－7001
62－1400
62－2882
63－2700
62－2261
82－2351
63－0515
72－4501
60－1055
69－7311
62－1146
62－2882
62－1400
78－3161
63－0105
62－1155
62－1101
63－2700
62－2261
62－7001
63－0515
60－1055
69－7311
62－2882

医 療 機 関 名
うえだクリニック
佐々木産婦人科医院
奈 良 医 院
盛 岡 外 科 医 院
近 藤 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
毛利整形外科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
石川耳鼻咽喉科医院
藤 原 医 院
たむら内科クリニック
津 谷 内 科
阿 仁 診 療 所
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
公立米内沢総合病院
うえだクリニック
児玉内科クリニック
奈 良 医 院
藤 原 医 院
石川耳鼻咽喉科医院
国民健康保険合川診療所
佐々木産婦人科医院
近 藤 医 院
盛 岡 外 科 医 院
たむら内科クリニック
津 谷 内 科
北 秋 田 市 民 病 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
うえだクリニック
児玉内科クリニック
藤 原 医 院

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし
ていません。年齢・病気の病状にかかわらず
事前に当番医へ電話等でご相談ください。

夜間当番医（　）日程表 夜間 
診療 

（診療時間 午後６：３０～９：００）

お
知
ら
せ 

■
鷹
巣
図
書
館

62-

３
３
１
１ 

■
森
吉
図
書
館

72-

３
１
９
２ 

　（
６
、11
、13
、17
、20
、27
日
） 

■
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル

78-

９
２
９
０ 

　（
２
、３
、９
、10
、11
、16
、17
、23
、24
、30
、31
日
） 

■
ひ
ま
わ
り
の
家

78-

４
０
２
５

　（
４
日
、12
日
、18
日
、25
日
） 

10
月
の
休
館
日 

の納期限税

国民健康保険税　第４期
11月１日まで

市 県 民 税　第３期

問

秋
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ 

　
美
し
く
住
み
よ
い
街 

づ
く
り
の
た
め
、ま
た
、 

種
苗
交
換
会
直
前
で
も 

あ
り
、
市
民
総
参
加
に 

よ
る
環
境
美
化
に
ご
協 

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
実
施
日
時
は
地
区
に
よ
っ
て
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。事
前
に
地
区
の
自
治（
町

内
）会
長
さ
ん
に
ご
確
認
く
だ
さ
い 

　
　
生
活
課
環
境
班 

62-

１
１
１
０ 

ま
た
は
、各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー 

期
日
　
10
月
17
日
（
日
） 

時
間
　
早
朝
１
時
間
程
度 

全市 
一斉 
秋
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ 

実
施
場
所
　
各
地
域
の
道
路
、河
川 

公
園
、墓
地
、公
共
広
場
等 

北秋田市民病院 
10 月の休診日

▼耳鼻咽喉科 
　午後休診＝20日（水） 
　休診＝27日（水） 
▼脳神経外科 
　休診＝毎週水曜日 
▼精神科 
　休診＝29日（金） 
　　北秋田市民病院 
　　　　　　　　 62-7001
問
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お・知・ら・せ 

慶
弔
だ
よ
り
８
月
16
日
～
９
月
15
日
届
出
分

お
誕
生
お
め
で
と
う

 
 
 
ご
ざ
い
ま
す

宇
野
澤
愛
里
 

三
澤
冴
太
朗
 

前
田
　
優
 

相
馬
優
志
 

岸
野
大
雅
 

佐
原
夏
槻
 

三
浦
祐
生
 

山
田
朝
陽
 

新
田
龍
信
 

山
岡
　
築
 

松
村
莉
奈
 

鈴
木
莉
愛
 

津
谷
颯
人
 

佐
藤
颯
哉
 

松
橋
輝
星
 

菊
地
飛
楽
 

栄
摩
当

高
村
岱

糠

沢

高
村
岱

舟
見
町

今

泉

太
田
屋
敷
後

合

川

新
田
目

雪

田

学
校
通
り

向
本
城

通
り
町

神

成

阿
仁
水
無

阿
仁
比
立
内

二
女

長
男

二
男

長
男

二
男

長
女

長
男

長
男

長
男

長
男

長
女

長
女

長
男

二
男

長
女

二
男

文
宏
 

克
則
 

永
治
 

健
志
 

公
年
 

友
和
 

竜
太
 

雄
亮
 

睦
信
 

忠
夫
 

玲
 

新
太
郎
 

高
志
 

勝
 

浩
樹
 

啓
之
 

沙
織
 

沙
織
 

咲
子
 

望
美
 

祥
子
 

裕
美
 

美
穂
 

聖
子
 

留
美
 

亜
希
子
 

奈
美
 

奈
津
子
 

優
子
 

知
里
 

沙
幸
 

円
 

あ
い
り

こ
た
ろ
う

ゆ
た
か

ゆ
う
し

た
い
が

な
つ
き

ゆ
う
せ
い

あ
さ
ひ

り
ゅ
う
し
ん

き
ず
き

り

な

り

あ

は
や
と

そ
う
や

き
ら
ら

ひ
ら
く

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
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（
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（
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歳
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（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

さ
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さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん
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ん

さ
ん 

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん 

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん 

さ
ん

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）
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歳
）

（
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）

（
　
歳
）
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歳
）

（
　
歳
）
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歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん 

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん 

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

永
井
キ
ヌ
ヱ 

工
藤
ミ
ヱ 

長
谷
川
弘
治 

成
田
キ
ミ 

佐
藤
由
雄 

長
岐
昭
寿 

佐
藤
ヒ
サ
子 

中
嶋
政
美 

長
岐
ミ
サ 

櫻
庭
光
一 

五
代
儀
一
三 

河
田
房
子 

三
沢
ア
サ 

千
葉
テ
ル 

小
笠
原
勇 

　
橋
正
弘 

岩
谷
常
夫 

木
村
　
昌 

長
崎
喜
次
男 

佐
藤
政
行 

土
佐
昭
嘉 

藤
原
イ
マ 

宮
野
勇
二
郎

畠
山
キ
ツ
ヱ 

越
　
忠
藏 

松
井
セ
ツ 

福
田
芳
郎 

加
藤
敬
一 

櫻
井
フ
チ 

佐
藤
モ
ト 

成
田
　
馨 

小
林
キ
ク
ヱ 

櫻
田
俊
二 

佐
藤
ヱ
チ 

原
田
キ
サ 

柴
田
榮
藏 

石
川
三
郎 

若
松
一
郎 

奈
良
ミ
ヨ 

九
嶋
ハ
ル
ヱ 

鈴
木
カ
チ
ヱ 

高
橋
ハ
ル 

金
　
末
治 

金
ア
イ
子 

木
村
仁
吉

田
中
カ
ツ
ヱ 

吉
田
喜
三
郎 

伊
藤
國
夫 

柏
木
祥
吉 

魚
住
金
治 

湊
　
文
代 

　
堰
カ
ナ 

泉
　
兼
藏

舟

場

  

坊

山

  

太
田
屋
敷
後 

宮
前
町  

深

沢

  

中

畑

  

脇

神

  

川

口

  

材
木
町  

東
横
町  

住
吉
町  

鷹
巣
大
町 

綴
子
下
町 

高
村
岱  

東
横
町  

柳

中

  

栄
摩
当  

新
舟
見
町 

緑
ヶ
丘  

元

町

  

新
舟
見
町 
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（人口と世帯数 

※８月31日現在住民基本台帳による

総人口　37,361人（33人減）
　男　　17,590人（16人減）
　女　　19,771人（17人減）
出　生　18人　転　入　36人
死　亡　41人　転　出　46人
世帯数  14,592世帯（増減なし）

前月比



（問）森吉山ダム工事事務所　調査・品質確保課 
　　　 　　　　　　　 72－5435　　72－3057

■申込み　「住所」「氏名」「年齢」「電話番号」を下記まで申込みください
■申込期限　１０月８日（金） 

ダム湖畔ウオーク カヌー、ボート乗船体験 
■集合場所　①の広報館前 
■定員　約50人

■集合場所　①の広報館前 
■定員　約100人

森吉山ダム広報館に臨時売店を開設（10 / 9～11、10 / 16～17） 

■内陸線を利用される方は無料送迎バスを利用ください 
　《行き》　阿仁前田駅に上り下りとも、９時11分に着いて 
　　　　　ください 
　《帰り》　②から14時30分、16時　①から15時、16時20分 
　※内陸線を利用の方には、記念品を贈呈します

（問）教育委員会生涯学習課　　 62－6618

　演示と展示２会場の計３会場に分かれての開催
ですが、力作揃い作品の展示、歌やダンスなど活気
溢れる演目が上演されます。
　多くの皆さんのご来場をお待ちしています。
　チラシ・プログラムは各公民館にあります。

■プレイガイド　日活書店・北秋協販・福助堂・阿仁公民館 
森吉コミュニティセンター・合川公民館・ひまわりの家 
北秋田市中央公民館・北秋田市文化会館・大館市文化会館 
能代市文化会館・秋田市caoca広場サービスカウンター 
（問）北秋田市文化会館　　 6 2－3 3 11

森吉山 阿仁スキー場 

1,200円
1,800円
1,650円
1,500円
1,500円

500円
800円
750円
700円
700円

 
 
15人以上 
31人以上 
北秋田市民

区　分 
片　道 
往　復 
往復（団体Ａ） 
往復（団体Ｂ） 
市民割引※ 

大　人 小学生 適　用 

９時～16時 
 上り最終 15時 
 下り最終 15時30分

ゴンドラ運行時間 ゴンドラ乗り場 

ゴンドラ料金 

（問）阿仁スキー場 
　　　　　 8 2－3 3 11

13時3 0分 14時 
北秋田市文化会館 

文化祭文化祭北秋田市 第５回

～ 10/16（土） （日） 17～ 10/16（土） （日） 17
■演示会場　文化会館 
■時間　９時30分～15時3 0分 
■演示会場　文化会館 
■時間　９時30分～15時3 0分 

～ 10/16（土） （月） 18～ 10/16（土） （月） 18
■展示会場 ■展示会場 

阿仁ふるさと文化センター 阿仁ふるさと文化センター 
阿仁山村開発センター 阿仁山村開発センター 

■時間　９時～17時 
　　　（18日は16時まで） 
■時間　９時～17時 
　　　（18日は16時まで） 

１ 

１ 

２ 

２ 

森吉山ダム水源地域ビジョン 
　　　　　　策定委員会主催

●会場 
　森吉山ダム周辺
●時間 
　開会10時～ 
　（受付９時30分～）

●会場 
　森吉山ダム周辺
●時間 
　開会10時～ 
　（受付９時30分～）

参加無料！ 

（日）（日）

森吉山ダム「四季美湖」まつり森吉山ダム「四季美湖」まつり森吉山ダム「四季美湖」まつり

阿仁のゴンドラで行く 阿仁のゴンドラで行く 

森吉山の紅葉観賞森吉山の紅葉観賞森吉山の紅葉観賞

■期間　10月１日（金）～ 
　　　　10月3 1日（日）の毎日運行 
■期間　10月１日（金）～ 
　　　　10月31日（日）の毎日運行 
※天候により時間の変更、運行休止の場合があります ※天候により時間の変更、運行休止の場合があります 
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・文化表彰式 
・記念公演 
　本田武久（テノール歌手） 

開 会行事  開会行事  

※市民割引は、阿仁スキー場売店で申請ください

　広報きたあきた　22．10．１  36
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